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英 語学

学びの 帰へ

英米語学科  林 

今年もこうして英米語学科の皆さんが

を めて いた、ゼミ 様々な活

動報告、そして卒業生の皆様からの

報告などを読むとき、学事 が無事に一

したことをありがた います。

2022 年度は新たな の年であったと

えるでしょう。2019 年から まった新

コロナウイルスの を け、大学で

の学びに 授業が み まれる うに

なりましたが、 語の修 を重 な目

の一つとして する英米語学科にあっ

ては 授業だけでは達 することがで

きない重 な が け落ちる が

されました。

2022 年度は対面授業が 全に戻ってき

ました。 にコミ ー ンの

としての英語を修 する には のトー

ン 、 の取り 、そして何 り に表情を して める 葉にできない

葉の の大切さを する一年となりました。その うな で 2022 年

度は 語学修の 本に ち る新たな の年でした。

対面授業の全面 活を けて、1 年生から 4 年生まで されているゼミ科目と、2

年生の ミナー では ク ィ ラー ングを活かした大学生らしい授業

が戻ってきました。ゼミ科目にあっては との情報 何 ない会 が大学

生活の を えているのだと皆さんも実感したと います。 学修の出発 と

なる ミナー 、大学での学びの をなす 研 卒業

研 では と切 しながら、皆さんが の を てい 様 を ること
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が 達 員の びです。

2022 年度は海外研修も 活しました。 年 に たり奨学海外研修が実施できない

が続いていましたが、この みには 11 の 2 年生から 4 年生の学生がハワイ大

学での研修に することができました。ひたすら 学に み な学生生活を

ってきた学生さんたちがハワイ大学での語学研修で 大学の学生さんたちと学 こと

ができたのは大 ありがたいことでした。

年に って 定 な実施にとどまっていた GSM フィールドワーク イン ー

ン ップにも活 が戻ってきました。GSM フィールドワークは、国内 ラン ィ と

して の皆様からの かいご を けながら 明海の まつり で活動を

させていただきました。また、 A 市 のご を頂き、 めての みである

ラン ィ を実施し、これからの ラン ィ 活動に新しい を 出すことが

できました。 の ラン ィ 体験 の皆さんとの活動に学生さんたちは

を どころか、報告会では明るい笑顔を せて れましたし、はつらつとしたそ

の報告内 は、それ れの大きな を感 させて れるものばかりで、 員たちに

も い感動を えて れました。 の学生さんが の たちと、 の社会

の皆さんと、そして千葉県の県 を てる の皆さんとの で大きな を

果たしました。

今、 達は が しい が に していることを目の たりにしていま

す。 一 と れる も国際 も 不 な 実に されていま

す。 のひらの の 面で れ動 そこに る は皆さんの 来の を

て れるものなのでしょうか。大学で学 として で な を ら

出して しいと、皆さんには大きな期待をかけています。

この英米ジャーナルには の 学生と卒業生が、様々な いを寄せて れました。

ハワイ大学に出かけた学生さんたちはどの うな事を えたのでしょうか、 ラン

ィ イン ーン ップを体験した学生さんたちはどの うな を たと ている

でしょうか。卒業生は英米語学科での学びをどの うに 、社会で活 しているの

でしょうか。

皆さんには、大学で様々な から学んだことを につな て な を

しながら らの活き を して しいと います。不 定 が ちるこの うな

だからこそ が です。 しい行動 を り動かすために、皆さんが

を させて れることを っています。
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英米語学科ゼミ（ 研 ・卒業研 ）

林 ゼミ

研

3 年  イ

あなたはゼミと う にどの うなイ ージがありますか 大学に 学してから日々

を取 する でそれらの を ウトプットできる はありますか ただ生活をす

る ではそれらの を う 面はとても ないと います。ですがゼミと う は授

業で学んだ を い、そして め、ゼミの ン ーそして先生と できる 一の

だと は います。そして らが 林ゼミではどこのゼミ りも 々の 授業などで

た をきっかけにゼミで取り い、さらにそこから先生の い と に日々様々

な について を めています。実際 のゼミで っている事は し ないのですが、

林ゼミでは 林先生 め ン ーと 々と日々活動しています。そして 林ゼミは

とても ット ームな であり、大学生活の では一 ラックスしながら授業を け

ることができる でもあります。なかなか大学生活に めない でもゼミと う は

の を活かし、そして に を める事ができるそれが 林ゼミです！

 たちは日々英 新 を読みそこから で きている について学び、何 それが

きているのか今後それらの をきっかけに何が きるのか い まで えてい 、そ

の うな活動を日々行っています。英語を しながら の についても学 る一

の授業であると います。どこの授業を してもこの様な授業は にないと いま

す！英 新 と と 常に しいイ ージがあると れがちですが、日々ゼミで読ん

でい でびっ りする らい読める様になります。 が最も印 に っているのはコロ

ナウィルスに しての記事です。コロナウィルスにかかって重 した の が最 10

も してしまい 度な が目に えて する があるといった る き内

です。ゼミではこういった 刻な内 も取り うこともあります。 は から ー

スなどを する などは なかったのですが、 林ゼミを通して日々 きている事

について ってお 事の重 について めて実感できました。また ース 新 を

る様になってから日本と海外では全 取り っている内 が なる事も かりました。

がもし 林ゼミに っていなければもちろんこの様な いを感 ることもできませんでし

た。もちろんコロナに対しての情報も同様です。ゼミは の ではそう ったきっかけを

って れる であると います。日本の ース 新 では れ が した、ど

こどこの ームが したなどのどれもこれも だらない内 ばかりでしたが、 C
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林 ゼミ
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こどこの ームが したなどのどれもこれも だらない内 ばかりでしたが、 C

ー ーク イム そしてジャパン イム などの英 新 では で こって

いる出来事を ルに体感できるものなのだと いました。内 は いものから

ルで 刻な まで様々ですが、日本で がいままで てきた新 のどれ りも かに

が今後生きてい なかでためになる内 がとても かったです。

 これらの学んだことは 対に今後、 などを行う際に 生かす事ができ、そ

して の としても 実を びます。ただただ読むだけでは読んで りですが、

ゼミの ン ーそして先生を通して を出し合い学び合うからこそ、それらを に

て の つ として様々な事に活かす事ができる、これが本 のインプットそして

ウトプットなのだと います。もし しでもこの を読み を ってもらえたの

なら 林ゼミに って な ン ーと に を めていって しいと います。

また 林ゼミも同様ですがこの を読んで一 でも の学生の学 、 える、そして

感 る のきっかけになって れたら幸いです。
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卒業研

4 年  

 皆さんは、 然この に生まれ、大切な に って 然 に てられてきました。そう

して 々が らしとして している 生の には が り ざり合い日常を

していきます。 第にとある へ 定され、そこで な生活をしていると の

りを んでいるある の 、 事の に きに なっていることすら 々は

できていないのかもしれません。そんな な らしの 、日本のみなら 国では

、大 、 、 の に り 、 るに えない 下で生

活することを な されている 々が しています。

 林ゼミでは、一 の ース かの うに で こっているあら る事 に対

して着 を き、 で し合っていきます。 出 は先生が を いた英

新 からで、 で したものという りかは社会 として ってお き内

ってお と 活の面 で つ内 などを取り て ださいます。 すらなかった

こと にとって しいと感 る記事でも 林先生は し かつ丁 に読み めて だ

さいます。

 林先生は学生の を重ん 、 々の 内 を む 、一 っ

た授業を ・ しています。 来の では、 の というものを 本に き、そ

こに達するまでのルートを に 明していきます。しかし、先生の 合はゼ

ミ生の えを いたうえで その え 面 いね 、 の はどう う と一 ひとり

に寄り いながら を 重し、明 な は め に えの を て ださいます。そ

のため、ゼミでの し合いでは全員の が しており、 々 が ち合 せてい

ない を り することができます。実は、今後の社会で生きてい には

このク エイ ィ ィの を い、 に を発 してい ことが になってい

るので、卒業後には大いにその を体感できると います。

 そして、皆さんが りたがっているところであろう卒業研 を し めるのが 4 年生

からです。内 はゼミで に取り う S G に する いころから してきた

研 対 から た ー を統 に したもの、日常の に を けて を い

たもの、ゼミで った から を けたものなど 本 には です。たとえ研

で の した に不安を感 、 行 に いが生 た際には先生が寄り い、

に して ださいます。むしろ、 む に 授業の で ド イスを頂けるので

っかかりな スムー に研 を させることができます。そんな卒業研 は卒業 で

あり、おそら 一生に一度の大 事です。しかし、無事に を えることができたとき

には達 感を感 、記念にも りますので 達 で してみてはいかがでしょうか。

とも先生 学生達と り てきた大学生活の集大 を い出と一 に卒業研 と
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と感 ています。ゼミに する は日本のみなら 海外の記事にはあまり がな 、

その 々で たいと ったものにしか れてきませんでした。その うなちっ けな 生

の 、 林先生の えのもとで めて の の大きさを り、 の の さを し

て することができました。皆さんが今 たり に感 ていることは一切 たり では

な 、 かの えがあってこそ していること、また に る 様な社会

を無 してなる 定 念に ないということを 度 して頂きたいです。 さな

たり でも かせて れる授業を らしいと いませんか 林ゼミならきっと皆さ

んの け となって れますので とも してみて ださい。 
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ゼミ

研

学期には、 語学の における 念を学 しました。 学、 、

、統語 、 、語用 、社会 語学などの から 体例を出しながら、 語学

の研 対 を学びました。

後学期には、 な を をしました。 えられた を で修 する

業を通して、 続表 の 用 の などを学 しました。

えて後学期には、卒業研 の ーマを つけることも目 に えました。は めに、

の卒業研 目一 を にしながら、 ーマ を で つけました。その

後、その内 を授業で発表し、皆から をもらい、内 を り んでいきました。その

果、 体 な ーマが つかった もいますが、どの ーマにするかまだ っている

もいます。 季 にさらに 業を めて、4 年 の卒業研 につな る 定です。

修生に るゼミ 、 ーマ を下に します。

3 年 内  

先生のゼミでは の りたいことを先生が になって一 に えて れる うな

ゼミです。そして、ゼミ生みんなで を出し合える うな で しいです。

3 年  

ゼミでは 語学について 学 ことができます。 からないことをみんなで え

し合いながら授業をすることができます。 語について がある におすすめのゼミで

す。

3 年  

はカ カナ英語についての研 をしています。 体 には、日本で れている カ

カナ英語 が英語 語 にどの うな をされるのか、などを研 しています。

3 年 本 

このゼミでは の修 の しい の について学 ます。どの うにしたら

かり す な を れるのかを、読みに い を で実際に修 する をし

ながら、先生と一 に学 ます。

3 年  智

このゼミでは、 語学について 学 ことが出来ます。 先生もとても が 、

し すいです。ゼミ生同 の をする も 、とても になります。
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ゼミ

研

学期には、 語学の における 念を学 しました。 学、 、

、統語 、 、語用 、社会 語学などの から 体例を出しながら、 語学

の研 対 を学びました。

後学期には、 な を をしました。 えられた を で修 する

業を通して、 続表 の 用 の などを学 しました。

えて後学期には、卒業研 の ーマを つけることも目 に えました。は めに、

の卒業研 目一 を にしながら、 ーマ を で つけました。その

後、その内 を授業で発表し、皆から をもらい、内 を り んでいきました。その

果、 体 な ーマが つかった もいますが、どの ーマにするかまだ っている

もいます。 季 にさらに 業を めて、4 年 の卒業研 につな る 定です。

修生に るゼミ 、 ーマ を下に します。

3 年 内  

先生のゼミでは の りたいことを先生が になって一 に えて れる うな

ゼミです。そして、ゼミ生みんなで を出し合える うな で しいです。

3 年  

ゼミでは 語学について 学 ことができます。 からないことをみんなで え

し合いながら授業をすることができます。 語について がある におすすめのゼミで

す。

3 年  

はカ カナ英語についての研 をしています。 体 には、日本で れている カ

カナ英語 が英語 語 にどの うな をされるのか、などを研 しています。

3 年 本 

このゼミでは の修 の しい の について学 ます。どの うにしたら

かり す な を れるのかを、読みに い を で実際に修 する をし

ながら、先生と一 に学 ます。

3 年  智

このゼミでは、 語学について 学 ことが出来ます。 先生もとても が 、

し すいです。ゼミ生同 の をする も 、とても になります。

  

3 年  

みんなでコツコツと に取り んだり、 の ーマ をみんなとの

を えることで、 び の研 に活かせる しいゼミです。

3 年  

ゼミでは の が い すい を先生が って ださっているため、 に授業

を けることができます。また卒業 に しても、 のあることを研 できるため

し 学 ことができます。

3 年  

日本語 英語に する研 の などを、先生の を いてみんなで し り下 てい

って、 を しています。

3 年 米本 大

先生のゼミでは、 語学、 学を っているので、 語に がある は しいゼ

ミだと います。 も 語に を っていたので、 先生のゼミに り、 は に

する マト の研 をし うと っています。また、授業は落ち着いて、とても い

で行っています。

2022 年 12 月 20 日 2431 で
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卒業研

卒業研 の授業では、 修 が の研 の を発表したり、研 の

を報告したりしました。そして、 の 修 からコ ントをもらうことで、研 の

につな ました。 の研 対 とは れた ーマに しても皆 に発 して れて、

な授業であったと います。 修生に るゼミ を下に します。

4 年 海 

ゼミは、全員 の授業です。 からないことに対してみんなで え、 までと

ことん してい そんな授業です。 は卒 ということで、お いの卒 の

を報告し合い、 からないところ 、 っていることなどの をして の卒 を

り いものにし うと全員で っています。 の りたいこと、 があるものに

対してとことん りたいという にはおすすめです。

4 年  海輝

たち 先生のゼミでは、 に 語に することを に卒業研 を めています。

本 には、 たちゼミ生 が、卒業 で何を に いてい のかを めることが出

来ます。また、研 卒業 の に行き った 合でも、 の授業で行 れる

の発表で、先生だけでな のゼミ生の も けるので、 ートがかなり充実し

ていると います。発表の 会もあるので、 のある学生におすすめです。

4 年  

は 2 年 に英語 学を 修して、 学に が きました。そして、卒業 の

ーマは、 が きな を に の から研 しています。学 に する は

まだまだ いですが、新しい事を学 度に しさを感 ます。ゼミは皆 った事を発 出

来る があります。 々が を って を しているので、学 が

がれることはありません。とても いゼミです。

4 年  

先生のゼミでは、 たちが取り みたい ーマについて えることができ、 の

になることについて するのにもってこいのゼミだと います。 日、

の のため、 修 一 一 発表を行っています。その で りない部 などについ

て の 修 、先生から をもらい、 り いものを るために しています。この

うに、 を っている におすすめできます。

4 年  一

は 2 年 ゼミで学びました。1 年目に 語学について学 し、2 年目から が

を った ーマを しつつ研 し めました。 、発表 の卒業 を き、

出来なかったところを したり、内 に して ド イスをしたりする で授業は
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卒業研

卒業研 の授業では、 修 が の研 の を発表したり、研 の

を報告したりしました。そして、 の 修 からコ ントをもらうことで、研 の

につな ました。 の研 対 とは れた ーマに しても皆 に発 して れて、

な授業であったと います。 修生に るゼミ を下に します。

4 年 海 

ゼミは、全員 の授業です。 からないことに対してみんなで え、 までと

ことん してい そんな授業です。 は卒 ということで、お いの卒 の

を報告し合い、 からないところ 、 っていることなどの をして の卒 を

り いものにし うと全員で っています。 の りたいこと、 があるものに

対してとことん りたいという にはおすすめです。

4 年  海輝

たち 先生のゼミでは、 に 語に することを に卒業研 を めています。

本 には、 たちゼミ生 が、卒業 で何を に いてい のかを めることが出

来ます。また、研 卒業 の に行き った 合でも、 の授業で行 れる

の発表で、先生だけでな のゼミ生の も けるので、 ートがかなり充実し

ていると います。発表の 会もあるので、 のある学生におすすめです。

4 年  

は 2 年 に英語 学を 修して、 学に が きました。そして、卒業 の

ーマは、 が きな を に の から研 しています。学 に する は

まだまだ いですが、新しい事を学 度に しさを感 ます。ゼミは皆 った事を発 出

来る があります。 々が を って を しているので、学 が

がれることはありません。とても いゼミです。

4 年  

先生のゼミでは、 たちが取り みたい ーマについて えることができ、 の

になることについて するのにもってこいのゼミだと います。 日、

の のため、 修 一 一 発表を行っています。その で りない部 などについ

て の 修 、先生から をもらい、 り いものを るために しています。この

うに、 を っている におすすめできます。

4 年  一

は 2 年 ゼミで学びました。1 年目に 語学について学 し、2 年目から が

を った ーマを しつつ研 し めました。 、発表 の卒業 を き、

出来なかったところを したり、内 に して ド イスをしたりする で授業は

みました。 の発表に対しても様々な ド イスを いました。 の に ド イス

をするためには、その の研 内 をきちんと しないといけないので、様々な

を につける事が出来ました。

4 年 大  新

は ームの 用語 に研 対 を り、 ームジャンルごとにまとめ、 めた

から かることを に研 を めています。 は、何も イ が無 に れてい

ましたが、 先生 めゼミの ン ー全員と し合う 会を頂けたことで、 の り

たい研 を定めてい ことが出来ました。ゼミというとお いイ ージがあるかもしれま

せんが、とてもフランクな で学 ています。

4 年  

ゼミは が研 内 とその を発表した で、先生と 生全員から ド

イス コ ントをもらう授業ス イルです。 は 業 への れから 英語

の 語研 として実際に日米の を記 した で を行なっておりますが、授業内で

は が いつかない イ ィ を頂き、 の けに がっております。

4 年  海

は 先生のゼミで 語学を研 しております。 の研 ーマは の 語

に後続する 『 』、『ト』に する です。 語学は が しい内 ですが

い学 です。先生 むゼミの ン ー皆で 同しながらお いに め合える で

す。とても な を ごしています。

2022 年 12 月 21 日 2431 で
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ゼミ

研

3 年  大輝

ゼミでは 社会 語学 について学んでいます。社会 語学とは、 語と社会の

、 定の 面における 語の れ を研 する学 です。例として、 ・

での 語 の い、年 に る 語の い、丁 表 を学びます。 々の日常

あら る 面で 用している 語 というものが、その 々の などに っ

て なることを学 ことができ、とても面 い の学 です。 

 このゼミの授業では、 学期に の 、そして後学期には日本語で かれた キ

ストの 読を行います。 読は、 を めて、その の を ジ としてまと

めて、プ ゼンを行います。その ジ は、 ン ー全員に し、最 には

のゼミ にも ップします。そのため、ただ にまとめるだけでな 、全体 に

えの いものを する があります。 先生から ここはこの うにしたらも

っと す なる といった ド イスを いただけるため、この 年で を る

スキルが に ップしたと感 ています。また、最 に う英 の キストは、
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ゼミ

研

3 年  大輝

ゼミでは 社会 語学 について学んでいます。社会 語学とは、 語と社会の

、 定の 面における 語の れ を研 する学 です。例として、 ・

での 語 の い、年 に る 語の い、丁 表 を学びます。 々の日常

あら る 面で 用している 語 というものが、その 々の などに っ

て なることを学 ことができ、とても面 い の学 です。 

 このゼミの授業では、 学期に の 、そして後学期には日本語で かれた キ

ストの 読を行います。 読は、 を めて、その の を ジ としてまと

めて、プ ゼンを行います。その ジ は、 ン ー全員に し、最 には

のゼミ にも ップします。そのため、ただ にまとめるだけでな 、全体 に

えの いものを する があります。 先生から ここはこの うにしたらも

っと す なる といった ド イスを いただけるため、この 年で を る

スキルが に ップしたと感 ています。また、最 に う英 の キストは、

で した で ジ の にあたるため、英語 も えられます。プ ゼンの で

は、 ン ーとの 、先生からの コ ントをお きして、社会 語学の

が り まっていきます。 

 後学期からは、い い インである ゼミ の に ります。 が で

ーマを め、 を ー したり、 の を行ったりしながら研 を め

ていきます。 は ことば を ーマにゼミ を しました。 体 には、

ことばには があるのかを る日本語と英語の 研 です。この研 の動 は、

が日 から を 用していて、 ことば を に目にする際に、 の

が になったことです。研 の として、 ン ートを実施しました。 ン

ートでは、 エムラックの先生 にもご いただきました。この ーマは、

から のあるものでしたが、実際に研 としてとり んでみると、これまで たことの

ない ことばに することもあり、 しみながら研 を行えたと感 ています。 

 ゼミでは、ゼミ を させたのち、後学期 に、 年生が したゼミ 、

年生が した卒業 の合同発表会を 年行っています。ここでも、 の研 内

を発表用の ジ としてまとめます。 のゼミ は、最 に合 と、内

がかなり りだ さんになってしまい、 を 定された 内にまとめることが

常に でした。コロナ禍 の発表会は、大学の 浦 ミナーハウス で行ってい

たとのことですが、今年度は 1 月 1 日に ラー ングコ ン で されました。

ミナーハウスには行けなかったものの、 年までの での ンラインではな 、

年 りの対面での実施となりました。発表 全員が ジナ ィーのある研 果を

出し、とても な を ごせたと います。 に 年生の先輩 の ジ は、表・

グラフを 用しており に えが いものでした。また最後には、 年生から卒

と 活動の のコツ 、 活動 体についての ド イスをいただきました。 

今年度のゼミは、 先生の コミ ー ン の授業も せて し、

充実したゼミだったと実感しています。社会 語学の の か、 のコツなど、

今後に つスキルも着実に につきます。 語学に のある 、 のス

キル をさせたい は、ぜひ ゼミで学んでみて ださい。 

ゼミ 目一

  にみられる会 ス イルの日英

今   米国のスラング 用

 大輝 代の ことばの 日本語・英語の

部  日本語とルーマ 語のこと ざ

 輝 ライト ス 日本語 と英語 のストラ ジー

  AAVE の からみた
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卒業研

4 年 浦 

ゼミは 社会 語学 についての研 を としています。 社会 語学 とは、社

会においてことばがどの うに 用されているのか、 語 用を る学 です。例え

ば、年 、 、 、 、社会 におけることばの れ を研 する です。 

年 ゼミ 研 では、英語と日本語の キストを 用し、 社会 語学

に する 研 を学びました。授業 としては、ゼミ生が キストの内

を ジ にまとめて発表 式で するというかたちをとっています。 ジ の

は は し 感 ましたが、 先生の のおか で し つ 達していきました。

この ジ の は、ゼミ ・卒 発表会でも となるので、 年 を通して

のスキルを ことができます。 年 ゼミの後期には、 の ーマを 定することから

めて ゼミ 研 を行いました。 社会 語学 は ー を り とするため、

ジナルの ー であること を に して に取り かりました。このゼミ 研 は、

年 での卒業研 の となります。ですので、卒業 では、ゼミ りもさら

に 発 な研 が められます。 

年 の 卒業研 では、ま 活動と同 行で、卒 の から まりまし

た。授業が まった 月 月は、 活動を 先しつつも、卒 も ーマを める
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卒業研

4 年 浦 

ゼミは 社会 語学 についての研 を としています。 社会 語学 とは、社

会においてことばがどの うに 用されているのか、 語 用を る学 です。例え

ば、年 、 、 、 、社会 におけることばの れ を研 する です。 

年 ゼミ 研 では、英語と日本語の キストを 用し、 社会 語学

に する 研 を学びました。授業 としては、ゼミ生が キストの内

を ジ にまとめて発表 式で するというかたちをとっています。 ジ の

は は し 感 ましたが、 先生の のおか で し つ 達していきました。

この ジ の は、ゼミ ・卒 発表会でも となるので、 年 を通して

のスキルを ことができます。 年 ゼミの後期には、 の ーマを 定することから

めて ゼミ 研 を行いました。 社会 語学 は ー を り とするため、

ジナルの ー であること を に して に取り かりました。このゼミ 研 は、

年 での卒業研 の となります。ですので、卒業 では、ゼミ りもさら

に 発 な研 が められます。 

年 の 卒業研 では、ま 活動と同 行で、卒 の から まりまし

た。授業が まった 月 月は、 活動を 先しつつも、卒 も ーマを める

から し つ していきました。 の授業は、 のグループ学 で、全員一

の と、1 の を にしていただきました。 では、

活動での みなどにも に き合って ださり、とても 感 ました。また卒

に しては、授業の 外でも、 に 談できる 会を けて ださるので、

活動と卒業 の が できていたと感 ています。月 には本 に卒 が

ス ートし めました。その は同 に、 年 で り した キストの について、 ン

ーが の卒 ーマと のある部 を してのプ ゼンを行い、 キストは全て

読 しました。 に に しては、卒 の ーマはゼミ とは全 なるものにして

いたので、さらに新しい を学 ことができ、 常に なものでした。 

の卒業研 の ーマは、 フ ー（ 表 ）についてで、 語を む フ

ー表 ・ ・ を対 に日本語と英語の 研 と して、 大な 語 であ

るコーパスも活用して研 を行いました。 には、 用する ー 、 の大まかな

れが定まっており、 も めていました。1 月には、最後まで き えた卒 の第 1

出があります。そこからゼミ ・卒 発表会までは、 で したり、 先

生に していただいたものを にして、修 したり したりを何度も り しました。

卒 発表会は、1月 に のラー ングコ ン で行 れました。本来であれば、

浦 ミナーハウスでの合宿というかたちで行 れるは でしたが、新 コロナウイルスの

感 を し学内で行 れました。ですが、 年の発表会は で行 れたので、

今年は 対面 で行うことができたのがとても しかったです。発表会は 年生のゼミ

発表会との合同 でしたので、学年を 、全員が らしい研 果を するこ

とができたと います。 にはない からの研 がみられ、とても のある

でした。 年生は来年度に卒業研 をすることになりますが、 々 年生の発表が何か

しらの になればいいなと います。 

 最後に、 年 に して

ださった 先生に、 ゼミ ン

ーを代表して、 からの感 をこ

こに記させていただきます。  

                    

卒 ・ゼミ 合同発表会 23 /1/ 31
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一ゼミ

ゼミで 生を えませんか 記合

ゼミでは、大学 学 に取っておけば かった ランキング の日 記 定 3

合 を目 しています。3 ルの 業 記 をマス ーした後、2 ルの

業 記 業 記 も学 しています。社会 代の 部 経験を活かし、会

だけではな 、 ジ スパー ンがお 事で う実 ルの会 も します。

活でも、 業 合 業の を できる うになります。 感 が につ

き、 のあるプ ゼン を するのにも大いに ちます。

また、 AT C（国際会 定） の キストを い、会 の に、 ジ スに

つ英 語を につけることもできます。英語 定 験に出て る  などの

ジ ス 表 を 体 に できる うになり、スコ ップを期待できます。

ゼミに ってから、 か月 、集 して日 記 3 の を り し きま り、

3 に合 できました。合 で がつき、今は 記の を活かせる   に

け です。 ゼミのおか で、充実した日々を っています（ ）。

は 記に があり、 ゼミとのマッ ング度は いと感 、 ゼミにしか

しませんでした。 からない は、ゼミ生同 で えあえる ット ームな

なゼミです。日 の学 果が実り、日 記 3 に合 できました。学んだ 記の

を 月からのお 事でも てたいと えています（大 ）。

は英語 外の も取りたいと えています。英米語学科で 記を学 るゼミは、

ゼミしかありません。3 年生の後学期は、 業 記 を学んでいます。 先生が ワ

イト ードに 式と が の の で かちっと できたときの感 は最

です。今日も できたなと実感できる です（ ）。

は ゼミで、最 は全 がなかった 記を してみるにつれて、 記 外の

々なことについて から してみたいと う うになり、学 ことに対して

になることができました。 記の をきっかけとして、 生が ってきている がし

ます（ 葉 ）。

対に りたいと ったゼミは 先生のゼミだけでした。その は、 記の も

できる 一のゼミだからです。 代、 記を したことがありますが、卒業後の

事も に れて、実 に学びたいと いました。 先生は社会 代、 部

があり、実 での を えながら 記を実 に えて ださいます（ 大 ）。
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事も に れて、実 に学びたいと いました。 先生は社会 代、 部

があり、実 での を えながら 記を実 に えて ださいます（ 大 ）。

  

    
先生は、国 員として国内・海外で な 経験があります。先生のお は、

スクワの日本国大 内 の ジキス ンへの出 など、まさに ル で、

まるで を ている うなワクワク感のある です。また、先生は外国語学 と

取 が です。英語通 内業 の 、 ナ スト 行 、 など

の をお ちで、ゼミ生一 ひとりに合 せて取 してお と い を えて れま

す。 らの経験をもとに、 活に けての から社会で生き いてい ために なこ

とまで えて れるのが、 先生です（ 実 ）。

新 を読んで と情報 を ばしませんか

先生は、 スクワの日本国大 の 部 、 カ・ ストンにあ

るフ ッ ャー 外 大学 で、情報 の を けてきたプロです。

2023 年 1 月 5 日の日本経 新 に の記事がありました。 ゼミでは、この うな新

記事を できる うになります。 グループは、 する米ライド 大 フ

ト株の を実施。 （国際会 ）では 期ごとに している

か、 ィ に り を ッジしている 。 ゼミでは 国

際会 ッジ などの用語を学生 が の 葉で 明できる うになるまで丁

に します。

ゼミでは、先生が した新 記事をみんなで読み き国際事情を ることができ、

ゼミ生の 度に合 せて 新 でも し 学 ことができます。 が でき

たなと感 る は、い つかあります。例えば、 安について学 会がありました。

今までは ースで てもイン ー ットで ても からない 葉 みが

ありました。しかし、ゼミで 安の記事を読み、先生が一から全て かり す 明して

れるので、その後、 安の ースを ると学んだ 葉がた さんあり、 い 安 な

どについて かる を実感できる 面が えました。今では、 の 葉 で 安につ

いて 明できます（ ）。

授業では 先生が した今 一 しの新 記事について 読します。 事 を通

て、経 用語など社会 になったら な について を められる をすご

に っています（ ）。

は ゼミに るまで新 を読むことがありませんでしたが、このゼミで新 を読む

うになり、社会での一 常 と を につけられることが最もためになる活動だ

と います。ゼミで 事 に れることで、 然と今まで に 事 に対し を

つ うになり、今では日経 に目を通す ができました（大 ）。
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のゼミのお に りは、 先生に る新 記事の です。 は読む 会のない

新 を読んで、内 について様々な 度から してもらえるので、 の が がる

がとっても いと います（新 ）。

先生は、今まで学 してこなかった内 、皆があまり のない について

かい きで えて ださいます。内 はそこまで なものではないのですが、

新しいことを学 ることは し 、 活の面談などでもとっても ちました（

）。

会

新 コロナの 大 行で がありましたが、 会を することができま

した。3 年生は浦安市 員と浦安市の 年 について できました。社

会の第一 で活 されている社会 との は、ゼミ生にとって新 な体験だったと

います。

会を通 て市 との ットワークもでき、卒 では 重な ー を

けることができました（大 ）。

年生の皆さんへ

が今 来何をしたいのか、まだ りたいことが からないという 、 ゼミで

できるものはた さんあると は感 ています。 先生は、これまでのすごい経験を

活かし、様々な から 事を る を えて ださいます。 の を たい、

社会で生きてい ための を学びたいという におすすめだと います（ 葉 ）。

18



のゼミのお に りは、 先生に る新 記事の です。 は読む 会のない

新 を読んで、内 について様々な 度から してもらえるので、 の が がる

がとっても いと います（新 ）。

先生は、今まで学 してこなかった内 、皆があまり のない について

かい きで えて ださいます。内 はそこまで なものではないのですが、

新しいことを学 ることは し 、 活の面談などでもとっても ちました（

）。

会

新 コロナの 大 行で がありましたが、 会を することができま

した。3 年生は浦安市 員と浦安市の 年 について できました。社

会の第一 で活 されている社会 との は、ゼミ生にとって新 な体験だったと

います。

会を通 て市 との ットワークもでき、卒 では 重な ー を
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が今 来何をしたいのか、まだ りたいことが からないという 、 ゼミで

できるものはた さんあると は感 ています。 先生は、これまでのすごい経験を

活かし、様々な から 事を る を えて ださいます。 の を たい、

社会で生きてい ための を学びたいという におすすめだと います（ 葉 ）。

しい もな 、 度の いゼミですが、 に い を って学び

続ける事が大切だと います。4 年生になると授業の も り に える が える

うに いますが、学内外の 活 ミナーに したり、1 日に て続けに何社もの ンライ

ン 明会に したり、面 を けに 1 に られたり、 を えたり、

歴 を いたり、面 の をしたり、卒 も めつつ えて ル イトもして、とな

ると 外と もないしスト スも まります。3 年生までのうちに学生らしい遊びもしつ

つ、 活に えて 取 卒 の ーマについて情報を集めてお のが いかと学生生

活もあと しで りを え うとしている は と感 ています。 ゼミで、

今から めれば ！だと うので、 しています（ ）。
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卒業研

ゼミでは、 カ情勢 グロー ル に する い ーマの を めると

ともに、 ・ を います。

授業内

学期の授業では、 に 学と国際情勢に する を用いて、 で きているさ

まざまな を する う めました。とり け、ロ に るウクライナ につい

て、その 、 への 、日本として何を る きなのか えました。事 と

して、 を読み、 に対する 、さらにそれに する らの を ー

トに してまとめることで、 りその に対して を めました。そして授業内で

は、 々が 部 の発表をしたのち、 のゼミ生からの コ ントに える で

を行い、事 で た のことを学 ことができました。また、ゼミでは T E C

の 英 読 などを通 て、英語 の にも取り みました。

後学期の授業では、 に卒業 の を行いました。3 年 の 研 で

学んだこと 、4 年 の 期で学んだことの から のある ーマを卒業 で取り

ました。卒業 の ーマの 定、 ー クエス ンの 定、 と の 定、

の という を通 て、 ー クエス ンに対する えを き出す で、社会

にとって となる ・ と い を につけることができました。
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の 英 読 などを通 て、英語 の にも取り みました。
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学んだこと 、4 年 の 期で学んだことの から のある ーマを卒業 で取り

ました。卒業 の ーマの 定、 ー クエス ンの 定、 と の 定、

の という を通 て、 ー クエス ンに対する えを き出す で、社会

にとって となる ・ と い を につけることができました。

活動と 外学修

外学修では、 事 ルトン イ、日本 の 員の 々の 重なお を

ことができました。 事の では、 部の から 合 社がどの うな 事をし

ているのか、 ジ スとは何か、そして に に がる プライ ーンの実 を

ることができました。 ルトン イの研修でも、 部の から ル業 の

来 、 についてのお を ことができました。日本 の 部の からは、

員の えを えていただき、 ー スを行う での イントを学 ことができました。

合 社業 と ル業 、 業 のお を いて 通していたのは、国際情勢が常に

経 に を えているということでした。国際情勢を学 重 について できた

重な経験となりました。

ゼミでは内定 100 を目 しています。コロナ禍で ・ という トに る

業 の が まる 、 していた業 での をあきらめざるを なかったゼミ生も

いましたが、ゼミ生全員が 員 、通 、不動 など、これからの社会でも重 な

業 に することができました。 活は不安ばかりでしたが、エント ー ートの内

、面 での ール イントなどについても、ゼミで を けることができました。

小谷ゼミ：鈴木梨杏、千野⽥優希、武藤美優、重岡メリアン明子、中村有来、
寺澤夏那、須崎瑠光

23



ゼミ

研  

   は ラン にて。この日集まれなかった ン ーもゼミで活  

4 年 内  

 たちのゼミは、 語学に ることであれば何でもありの なゼミです。 葉

について がある 、 （ の び のこと）の いについて がある 、

語の発 の いに がある 、記 発 （ 語を として発すること）、ジ

ス ャーの 語 用について がある 、 語そのものに がある など様々な と

出会えます。

 期は、日本語と英語の 語学に する キストの と発表、 の のある本の

内 をしました。5 月には英語で かれた 語学に する キストをグループに かれ

て し発表をしました。コロナウイルスの に り、対面での し合いをする を

取ることが し 、S S を活用し、 を行っていたため、 をまとめるのが大

でした。発表の の後には、 えたことを る があり、 一 では

けないことを れたり、 しい用語がでてきた には、 先生が かり す 明して

ださいました。また、6 月から 7 月にかけて本の を行いました。 読まない本を

るきっかけにもなり、 んだ なども それ れで面 かったです。

 後期は談 の 葉についてなどそれ れが のある ーマから、グル

ープ発表を行いました。 は日本語を 語としない たちにとって日本語の がどの

らい しいのかが になり、 さんの 日本語は な 語か をもとに、 、

えをグループでまとめました。 は日本語が な 語だと えていましたが、 の

語と などを してい と、一 であるということが かりました。明

海大学の にある に されているので、 になった にはぜひ読んで しいで
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ださいました。また、6 月から 7 月にかけて本の を行いました。 読まない本を

るきっかけにもなり、 んだ なども それ れで面 かったです。

 後期は談 の 葉についてなどそれ れが のある ーマから、グル

ープ発表を行いました。 は日本語を 語としない たちにとって日本語の がどの

らい しいのかが になり、 さんの 日本語は な 語か をもとに、 、

えをグループでまとめました。 は日本語が な 語だと えていましたが、 の

語と などを してい と、一 であるということが かりました。明

海大学の にある に されているので、 になった にはぜひ読んで しいで

す。 期と同様に、発表だけでな 、その後の を する がしっかりと

けられました。日本語が でないと える の を ことで り が がり

が なりました。グループ発表後には、1 年を通して が一 のある読み

ト ックを び、 など の を りした ートを きました。 は

日本語は な 語か の にマ ー語と日本語はお いに し すいと かれて

いたため、本 にそうなのか語 、 を しました。本を読むことで の

が一 に がってい ことの しさを感 られ、何 りもゼミで を すること

で 一 だけでは できないところも と をしながら、発表の を めてい

ことができました。ゼミに る は で発表することを としていましたが、全員

が 面目に取り んでいるので、発表し すい です。また 先生がとっても明る

い なので、ゼミの を かにして れます。そのため、発表の際に すること

な 然体で めます。 の があることを 、まとめ、発表し、 たちと

することで、情報 集 、 、表 が に着きます。

 今年度はコロナウイルスの に りゼミ合宿は行 れませんでしたが、 研 会

という発表と ィスカッ ンを行う会が 先生 の 行 れました。2 日 かけて行

れ、全部で 4 つの研 発表、5 つの 、6 つの卒業 が行 れました。発表

は学部生、 生、 員、 員 の から るため の授業とは できない 達と

することができ、学会の うな でとても新 でした。 は 研 会の

ー ーとして しました。 イムキーパーという重 な は し しましたが、

して かったと から います。3 年のゼミからは、後期にジ ー ン ャップに

ついて をしていたグループが発表をしました。昭 、 、 に 行した 葉の

から、ジ ー ン ャップがどの うに生 ているのかを しており、エ い

エグい などの 葉が されました。4 年生の 達は卒業 の ーマをもとに発表

をしているため、 ームの された 葉について ー をとっている 、 の

ス ーの を集めている など、 の のある事 から情報 集をして、それに

する を発表していました。先輩達の発表を 、 も 4 年生になったらどんなこと

を研 し うかと しました。また、 員、 員 の 達の発表では授業とは

う一面を することができました。 ィスカッ ンの には、発表を と様々な

ことが になり、 が りない らいでした。一つ一つがとても い ーマで、と

ても になり、た さんの を けました。今 は ート ン ーとして をし

ましたが、来年には、 の について 、 の えを できる う、

りの 1 年 を無 にしない うに ごそうと えるきっかけになりました。ゼミでの

出来事を り ると、本 に学び き 1 年であったと感 ます。コロナだからと い せ

、 から行動し学び続ける 勢の大切さをゼミの活動を通して ることができました。
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卒業研

4 年  然

 この明海大学では、3 年生になると んな から一つ で んで のあるゼミに

します。 語、 、 学など にも ありますがその から んで ります。3

年 から したゼミと の学びたい事が った 合でも 4 年から える事も な

のでそんなに する事もないですが、もし今 りたい事 卒 の ーマが つからない

合は、一 一歩引いて にある に目を けてみるのはどうでしょうか。

 ゼミでは に 語 に する事について取り っています。今年は の の

葉 、 ームの の 葉について研 をしている などいて、 が ている と

は の を れてとても面 かったです。

 また、 語と っても 々あるので、 ん りと 語 がいいな らいに っ

ている でも、 が している と の が している がゼミに する事

で つかり、 され する事で新しい が がると いますので、一度 ゼミが

している 研 会に一 だけ顔を出してみる事をおすすめします。 も先日

語 という ーマで発表を行いました。ざっ り いて 明すると、実際に に行

き で を り集めて る実 で、 の ス ー 内にある ス ーの

26



卒業研

4 年  然

 この明海大学では、3 年生になると んな から一つ で んで のあるゼミに

します。 語、 、 学など にも ありますがその から んで ります。3

年 から したゼミと の学びたい事が った 合でも 4 年から える事も な

のでそんなに する事もないですが、もし今 りたい事 卒 の ーマが つからない

合は、一 一歩引いて にある に目を けてみるのはどうでしょうか。

 ゼミでは に 語 に する事について取り っています。今年は の の

葉 、 ームの の 葉について研 をしている などいて、 が ている と

は の を れてとても面 かったです。

 また、 語と っても 々あるので、 ん りと 語 がいいな らいに っ

ている でも、 が している と の が している がゼミに する事

で つかり、 され する事で新しい が がると いますので、一度 ゼミが

している 研 会に一 だけ顔を出してみる事をおすすめします。 も先日

語 という ーマで発表を行いました。ざっ り いて 明すると、実際に に行

き で を り集めて る実 で、 の ス ー 内にある ス ーの

の イラストを して などを つけ出

すという です。

 今年度からはゼミ合宿などゼミのイ ントなど

も 活してきて り い学生生活を れると い

ますので、 今から情報を 集して面 そうな

ゼミを んでみて ださい。

       4 年  

 先生のゼミは、 語学についてた さん学 ます。最 は、 は 語学って何を学

のだろうと不安でした。先生は、 し つ 語学について を たせる うに を

出して れます。一 印 に った は、 の きな本を発表をする ことです。ゼ

ミ ン ーにどんな本が きなのかを伝えられ、そこから の が がっていきコミ

ー ンをとるきっかけになりました。

 また ゼミでは 研 会があります。 年 にはゼミ ン ー全員で をして

の 用の ンと ロ を に の研 発表をしました。 めての、

研 発表でした。 もしましたが、 と一 に を

して一つの研 をしてい ことはとても大 でしたが、ゼ

ミ ン ーと する 会も えて、 然と なりま

した。 年生の 研 は の卒業 の発表をしま

す。 は、『 語からみるキャラク ー ク

の 用について』という ーマで卒業 を き、発表し

ました。 語というのは、 に 明するとキャラク ーの り からどんなキャラク

ーかを できる 葉 いのことです。 は が きだったので、 きを活

かして卒業 を きたいと い、この うな にしました。 をしてい うちに、

に対しての え が り、研 発表をして に がつきました。 研 は

研 発表をすることに え、 の の研 発表を けるので も え、 に が

つ うになると います。
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ゼミ

研 ・卒業研

ゼミ

 のゼミでは、学生が 語に して で を つけ、その に対する なりの

・ を えていける うに、様々なト ックを っています。学生に る発表・

を に行うことで、 が に ったことがなぜ いのか 、 その

を すると、どの うな いことがあるか について、学生が で えられる う

になることを目 しています。

 下では、実際のゼミの様 を伝えるために、 ゼミに している学生を対 に実

施した ン ートへの を、 して していきます。

学生への ン ート

 このコースを した は何ですか

A1 先生で びました。

A2  の学びたい 語学の と合っていて卒 の に活きると感 たから。

A3  ゼミの内 が にとって のある内 だったことと、 先生の 。

A4  先生の に があったから。先輩の卒業研 を て、 も た内 が り

たかったから。

 このコースでどの うなことが できましたか

A1 プ ゼン ー ンの り 、 い のまとめ 、 ジ の き 、 た内 の

り下 。

A2  が んだ ーマ について をどこまで りする きなのかを できた。

同 ゼミの学生から 外の が るため、 の りも あ ることが大切だ

と学んだ。

A3  日本と の 語を するプ ゼンが いため、このゼミに らなければ りえな

かった 語の が える。プ ゼンを 行い の ド イスをもらえるため卒 を

き す なる。

A4  語についての はもちろん、 が になる を ック ップしてプ ゼンす

るので、プ ゼン も につきます。
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ゼミ

研 ・卒業研

ゼミ

 のゼミでは、学生が 語に して で を つけ、その に対する なりの

・ を えていける うに、様々なト ックを っています。学生に る発表・

を に行うことで、 が に ったことがなぜ いのか 、 その

を すると、どの うな いことがあるか について、学生が で えられる う

になることを目 しています。

 下では、実際のゼミの様 を伝えるために、 ゼミに している学生を対 に実

施した ン ートへの を、 して していきます。

学生への ン ート

 このコースを した は何ですか

A1 先生で びました。

A2  の学びたい 語学の と合っていて卒 の に活きると感 たから。

A3  ゼミの内 が にとって のある内 だったことと、 先生の 。

A4  先生の に があったから。先輩の卒業研 を て、 も た内 が り

たかったから。

 このコースでどの うなことが できましたか

A1 プ ゼン ー ンの り 、 い のまとめ 、 ジ の き 、 た内 の

り下 。

A2  が んだ ーマ について をどこまで りする きなのかを できた。

同 ゼミの学生から 外の が るため、 の りも あ ることが大切だ

と学んだ。

A3  日本と の 語を するプ ゼンが いため、このゼミに らなければ りえな

かった 語の が える。プ ゼンを 行い の ド イスをもらえるため卒 を

き す なる。

A4  語についての はもちろん、 が になる を ック ップしてプ ゼンす

るので、プ ゼン も につきます。

 これからゼミを 学生に、何か ド イスをお いします。

A1  実際にそのゼミの先生に会いに行 ことは重 かもしれません。

A2  が卒業までに学びたい内 を としている先生のゼミを ことをおすすめし

ます。 達と一 、この先生は だからなどの だとつまらな なってしまうと いま

す。

A3  もちろん 達がいるから というのも ではないと う。でも 来に活きそうな

ゼミを の で のが一 いと う。

A4  先生のゼミは何 かプ ゼンをする 会があるので、 を したり で

すことの経験が出来るので いと います。

A5  先生の授業では、プ ゼン ー ンが 、 で の を る 会が

いゼミです。 は しましたが、 を重ねる度に れてきて、その経験が今では

に がりました。 するのは たり なので、その を るのは しいですが、

れば出来ると に い かせれば、 々と で発表することができると います。

で すことの 感を しでも し、 をつけたい はぜひ 先生のゼミを ん

でみてはいかがですか
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イコ・ナカムラゼミ

研  

This seminar explores the field of psycholinguistics  in other words, the psychology of 

language as it is related to learning, mind, and brain, as well as to society and culture. It is a zemi of 

exploration, discovery, and questioning, with discussions and presentations. We constantly ask 

questions and discuss many topics, viewing and analyzing video clips on animals, children, and 

adults to explore the fascinating mysteries of language, communication, and psychology. What is 

amazing about this zemi is the students’ curiosity and wide range of interests, as well as their 

motivation to do everything in English- discussions, reading, writing, presentations. They have 

worked hard and improved their English skills greatly. 

 uring the first semester, each student chose an animal (e.g., horses, foxes, dogs, whales) to 

research and examine whether their animal was able to communicate  and or use language  

based on video clips and photos of their own pets and from ouTube. ext, we explored first 

language acquisition, second language and foreign language acquisition, sharing our experiences 

and frustrations learning English, as well as other foreign languages.  

 uring the second semester, we focused on a variety of topics in psychology, by reading 40 

Studies that Changed Psychology ( ). Each student selected a chapter (topic) to read and 

summarize in a class presentation. As all of the studies were classic or state-of-the-art experiments 

from different fields of psychology, we were able to learn about numerous topics, ranging from 

behavioral psychology (e.g., conditioning learning), cognitive psychology (e.g., memory, 

expectations) and motivation emotion (e.g., facial expressions), to developmental psychology (e.g., 

moral development), social psychology (e.g., conformity, obedience), and psychopathology (e.g., 

depression, psychotherapy).  

 ere are the results of a oogle orms questionnaire administered to the class. The first 

question was  What topics did you enjoy? The most popular topic this year was animal 

communication, followed closely by psychology. Child language development and second language 

development were tied closely for third place. 

 The second question was  What did you learn this year? tudents wrote  

ow animals communicate with other animals, as well as people. Each animal has its own way 

to communicate. 

ow a child’s mind and an adult’s mind are very different. 

ow the process to learn a new language is very complex, but fascinating  

ow learning a first and second language are different. 
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イコ・ナカムラゼミ

研  

This seminar explores the field of psycholinguistics  in other words, the psychology of 

language as it is related to learning, mind, and brain, as well as to society and culture. It is a zemi of 

exploration, discovery, and questioning, with discussions and presentations. We constantly ask 

questions and discuss many topics, viewing and analyzing video clips on animals, children, and 

adults to explore the fascinating mysteries of language, communication, and psychology. What is 

amazing about this zemi is the students’ curiosity and wide range of interests, as well as their 

motivation to do everything in English- discussions, reading, writing, presentations. They have 

worked hard and improved their English skills greatly. 

 uring the first semester, each student chose an animal (e.g., horses, foxes, dogs, whales) to 

research and examine whether their animal was able to communicate  and or use language  

based on video clips and photos of their own pets and from ouTube. ext, we explored first 

language acquisition, second language and foreign language acquisition, sharing our experiences 

and frustrations learning English, as well as other foreign languages.  

 uring the second semester, we focused on a variety of topics in psychology, by reading 40 

Studies that Changed Psychology ( ). Each student selected a chapter (topic) to read and 

summarize in a class presentation. As all of the studies were classic or state-of-the-art experiments 

from different fields of psychology, we were able to learn about numerous topics, ranging from 

behavioral psychology (e.g., conditioning learning), cognitive psychology (e.g., memory, 

expectations) and motivation emotion (e.g., facial expressions), to developmental psychology (e.g., 

moral development), social psychology (e.g., conformity, obedience), and psychopathology (e.g., 

depression, psychotherapy).  

 ere are the results of a oogle orms questionnaire administered to the class. The first 

question was  What topics did you enjoy? The most popular topic this year was animal 

communication, followed closely by psychology. Child language development and second language 

development were tied closely for third place. 

 The second question was  What did you learn this year? tudents wrote  

ow animals communicate with other animals, as well as people. Each animal has its own way 

to communicate. 

ow a child’s mind and an adult’s mind are very different. 

ow the process to learn a new language is very complex, but fascinating  

ow learning a first and second language are different. 

ow babies learn their language. Amazing  

ow people and animals can communicate without using words (e.g., gestures, body 

language). 

About the relationship between psychology and language. 

About many classic psychology experiments. 

About a lot of things like animal communication, child language, second language 

development, and psychology. But I must say that learning psychology was the best thing that 

we have done in this class  Most of us hadn’t any idea why various things happen. o it was 

fun to learn about those things with experiments. 

 When asked what they en oyed the most in the class, students wrote   

( ) listening to each other’s research presentations 

( ) working on activities, assignments and presentations 

( ) conducting research 

(4) giving presentations on interesting topics 

( ) watching videos on animals and children 

( ) discussing and debating different topics 

 ow, we are starting to think about possible topics for our senior theses next year.  

I hope that each student will find an interesting topic that they will en oy researching over the next 

year  I am excited to work with everyone on their senior theses. 
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卒業研  

The academic year -  was another challenging ovid-  year  I am impressed by 

our 4th-year students, who managed to survive through the rigors of ob-hunting and successfully 

finish their senior theses and reports. This graduating class started their university life pre- ovid, 

but ovid struck in pring , and at Meikai niversity, we went online and then hybrid in the 

following two years.  

espite the fact that it was a difficult environment in which to conduct research and collect 

data, the students were motivated in their search for a research topic that they could immerse 

themselves in over their whole senior year. tudents collected their data by using questionnaires, 

interviews, and observations. The topics varied from those in linguistics, psychology, and education, 

as well as global studies and performance  creative arts. This year, we actually had more students 

writing their theses in English than ever before, and the quality of their work was impressive. 

 I would like to wish these amazing students the best of luck  

年 ・ 葉 ・ ・  

o you need help choosing a zemi  ei’s zemi is one of the best options for learning 

psycholinguistics. In this essay, we will describe the zemi’s atmosphere, the contents of the class, 

and our teacher’s personality. ere is an outline of what we have studied over the past  years. 

When we were rd-year students, we learned about and overviewed new aspects of 

animal communication from a psycholinguistic perspective, and children’s development from the 

viewpoint of psychology and linguistics. These topics sound very academic, but the kind teacher 
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卒業研  

The academic year -  was another challenging ovid-  year  I am impressed by 

our 4th-year students, who managed to survive through the rigors of ob-hunting and successfully 

finish their senior theses and reports. This graduating class started their university life pre- ovid, 

but ovid struck in pring , and at Meikai niversity, we went online and then hybrid in the 

following two years.  

espite the fact that it was a difficult environment in which to conduct research and collect 

data, the students were motivated in their search for a research topic that they could immerse 

themselves in over their whole senior year. tudents collected their data by using questionnaires, 

interviews, and observations. The topics varied from those in linguistics, psychology, and education, 

as well as global studies and performance  creative arts. This year, we actually had more students 

writing their theses in English than ever before, and the quality of their work was impressive. 

 I would like to wish these amazing students the best of luck  

年 ・ 葉 ・ ・  

o you need help choosing a zemi  ei’s zemi is one of the best options for learning 

psycholinguistics. In this essay, we will describe the zemi’s atmosphere, the contents of the class, 

and our teacher’s personality. ere is an outline of what we have studied over the past  years. 

When we were rd-year students, we learned about and overviewed new aspects of 

animal communication from a psycholinguistic perspective, and children’s development from the 

viewpoint of psychology and linguistics. These topics sound very academic, but the kind teacher 

and atmosphere will help you to understand the contents and main ideas easily. Basically, all 

classes are conducted in English so that your English skills will improve and develop. Also, these 

classes require you to consider one topic from diverse perspectives, so you will be able to think 

flexibly and deeply. Even if you have trouble with your English learning, you can ask the teacher for 

help freely, anytime. In addition, you will need to prepare and give your own presentations in class. 

Therefore, you can develop skills necessary for your future career at the same time. 

When we were 4th-year undergraduates, we each selected a topic and conducted 

research on our own topic independently. We selected a topic for our senior thesis (something that 

we are interested in) while utilizing the experience we learned through this zemi. We have been 

tackling and studying our topics, discovering new ideas with our teacher and classmates, and 

cheering each other on. 

In terms of the teacher’s personality, she is so kind that students can be relaxed and feel 

free to ask her anything, anytime, both in class and outside class. Remember, all classes in this zemi 

are taught in English. Therefore, students can be exposed to a wide range of English expressions in 

every class, brushing up their English skills further. In case students don’t understand the teacher’s 

English, she always paraphrases her English so that they can comprehend her explanations. 

When it comes to the atmosphere in this zemi, every student strives to study English and 

research their respective graduation thesis topics. Most students in this zemi try to write their 

graduation thesis in English. If you would like to learn about psycholinguistics and brush up on your 

English skills, this zemi is the best for you. 
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林智昭ゼミ

研

 キストの英 1 と、 ーマについて ィスカッ ン 30 。丁 に して

も、その で読んでも、 切に えて れる を っても（ 々と読み めても）、全員が

し すい ースの となる う して を け合う ン ー。年度 が に

つれて 30 で英 を読み る うになり、 ィスカッ ン イムの に んだ。読

み れてきたのは英語 の 。 するときの皆の笑顔は の え。ありがとう。

3 年  

 の研 ーマは、 語の から 来までの です。 語は社会のコミ ィー

から り られ、 の 語コミ ィーとの の で新しい 葉が生まれたり、

葉が れな なっていったりする があります。イン ー ットなど S S が した

、 の 語に することが になり、 語は り になって ると います。

授業の ィスカッ ント ックは 語 の が 、歴史から、 との がりから

など、 い から えることができることがこの ーマの であると感 ています。

3 年  

 の研 している内 は海外で れる英語の の いと日本で れる英語の

の いについてです。例えば ート という 葉は、日本では ームの不 プ イ ー

を い か ますが、英語ではカン ングをするという があります。また ク ーム

をする という 葉は、日本では 情を れる で れますが、英語では をする

という で れます。この うに、どういった経 で れる に いが生 たの

かを、 英語 行語大 、外来語、 ットスラングなどに 目して研 しています。

3 年  

 はイ ス国内で されている イ ス英語 の を、歴史 ・ から

研 しています。 英語 は のごと 英国イ スで 生した後、 とともに

へと伝 し、 代では の 用語と ばれるまでに りました。 カ英語とイ

ス英語とでは発 ク ントに いがありますが、どちらの が本来の英語の発 に

い、つまり い 英語だと いますか 実は、伝来してきた カ りも伝えたイ

スの が、歴史 に て発 における が大きい、 新しい 英語といえるのです。

3 年  

は林ゼミの 語学に する学 を通 て、一 の に を ちました。日本だ

と といった様々な一 がありますが、英語では 1 つしかありません。 は きな

ーム を通して、どの うにして一 が まるのかを、 、 キストス イルを

て研 しました。
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林智昭ゼミ

研
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み れてきたのは英語 の 。 するときの皆の笑顔は の え。ありがとう。

3 年  

 の研 ーマは、 語の から 来までの です。 語は社会のコミ ィー

から り られ、 の 語コミ ィーとの の で新しい 葉が生まれたり、

葉が れな なっていったりする があります。イン ー ットなど S S が した

、 の 語に することが になり、 語は り になって ると います。

授業の ィスカッ ント ックは 語 の が 、歴史から、 との がりから

など、 い から えることができることがこの ーマの であると感 ています。

3 年  

 の研 している内 は海外で れる英語の の いと日本で れる英語の

の いについてです。例えば ート という 葉は、日本では ームの不 プ イ ー

を い か ますが、英語ではカン ングをするという があります。また ク ーム

をする という 葉は、日本では 情を れる で れますが、英語では をする

という で れます。この うに、どういった経 で れる に いが生 たの

かを、 英語 行語大 、外来語、 ットスラングなどに 目して研 しています。

3 年  

 はイ ス国内で されている イ ス英語 の を、歴史 ・ から

研 しています。 英語 は のごと 英国イ スで 生した後、 とともに

へと伝 し、 代では の 用語と ばれるまでに りました。 カ英語とイ

ス英語とでは発 ク ントに いがありますが、どちらの が本来の英語の発 に

い、つまり い 英語だと いますか 実は、伝来してきた カ りも伝えたイ

スの が、歴史 に て発 における が大きい、 新しい 英語といえるのです。

3 年  

は林ゼミの 語学に する学 を通 て、一 の に を ちました。日本だ

と といった様々な一 がありますが、英語では 1 つしかありません。 は きな

ーム を通して、どの うにして一 が まるのかを、 、 キストス イルを

て研 しました。

3 年  明

然ですが動 の は何でしょう その通り つ です。では、 了の 動

の との がりは何でしょう この いに対する えを、 な をもって

明することが の研 です。 対 は 了表 だけでな 、  動 と様々で

す。3 年 は『 代英 』を として、 了の の を しました。今

後の は 語 ー を用いた用例 、インフ ーマント に る の です。

3 年  

たち外国語学 は 学 から の英 を読んできました。 が 目するのは英

です。英 には 々な と があります。 は  E の 代における日

本と の英 について 、どの うな歴史と があったのか、 の英語には

どの うな がみられるか、外国における英語の用 はなぜ日本では えてもらえない

のか、を ています。

3 年  

は、 が行うコミ ー ンにおける の いに って、 し と き の

に発生する 葉の にどの うな があるのか、語用 な から研 しています。

例えば、 ストランで する際に 員から かれる プラス 100 で 用できるド ン

ク ー は、 通り すると ド ンク ーを 用できる ー ス となりますが、 お

の を たい という を読み取ることもできます。この の 語表 の を

することに って、その 後に む し の に っていきます。

3 年  

は、同 ものを す 葉でも国 に って いがあること 、 の 葉、

日本語が 国に ったときの などに があります。本ゼミでは、 の

部の を念 に、日本の イトルが英語に されたとき、 として

を つ 葉にみられる を しました。例えば、ジ の の

は   S と されています。 してい と、 の が表記さ

れ、さらに されているという に きました。 来 には、日英語それ れで

される 語の 、 する を ていきたいです。

3 年 内 一

は日本語と英語を な対 とし、 から への 、 語の についての

（例えば、英語の     で を と が伝 らない一 で、日本語の

は に行った。 で は を しても が伝 る）を行ってきました。 の 、

に って なる  E の 様 に 目し、なぜ での 通 語が日本語

の 語ではな 、英語という 語であるのかを していきたいと っています。

の 、 い しなどの語用 いなどからも、 通 語のあり を ります。
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卒業研

3 年ゼミが まった には 先生！ と何度も笑顔で を けて れた皆が、 ・ 学

に けて取り む で な表情を せる うになった。あまり って れな なって

し しかったのは、ここだけの 。もう、何もかも 取り 取り らな ていいんだな。

1 年 の出来事を い出す。授業 は 面目なキャラク ーが 先して 3 年生を し、

もし 談にのる先輩に。 りも に 合宿を りましょう と するキャラに

したのは笑っち った。後ろ で かに語る先輩もいるけれど、 には 面の笑顔で

合 報告に来て、 年 しに を ち取ったときの 、 （ ）感情を しきれて

なかった 。学生生活最後の い出を りながら、1 年の授業 に た着 を大切にして

々の研 を 出し、集大 となる卒業研 に取り む は もしかった。

 かに情 を し、 する を で み取って社会へ ってい 皆が しい。

けば、 の 事は皆のことばかりだったし、生きがいだった。日々の は、

その だけ感 なるのだと う。皆と一 に歩めて かったし、幸せだ。卒業おめで

とう。 来が しみです。2 年 、ありがとう。（ 下、卒業 を ）

4 年  

 ラ ン語 来の は通例 を用いて を すにもかか ら 、 代

カ英語において で用いられる と する例が できる。これは

、 用であるとされる。本研 では、 代 カ英語コーパス C   C  

A  E  C CA  を 用して の用 がどの うな を つのか し、

先行研 に って明らかにされている、  に を 合と  が節

を う 合に え、  と される 合に が を ことを明らかに

する。また、 と の に る修 が られること、  を う最 の出

から、 が の の につれて としての用 を い、今後新たに

・最 を る を る。

4 年 本 ありさ

日本 が英語を学 する で、 に 面に を てた 合、様々な に 面する。

それは英語が 語とは なる 語であり、様々な いが 語に られるためである。英

語の 面を するには、どの うな が 果 だろうか。本研 では、日本 の英

語学 の で こる の   について、  学生・大学生

への ン ート 、  発 を けた大学生へのイン ー、に き を行う。

 り、 度ごとに なる 面の と、大学 1 年生と して、 ンライン授業に

り対面授業での 活動 が れた が 2 4 年生にみられることが き りとなった。

果を まえ、  に き、 を用いた 授業を取り れた発 を行うこと

でどの うな 果が られるのかを し、学年ごとの と を す。
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卒業研

3 年ゼミが まった には 先生！ と何度も笑顔で を けて れた皆が、 ・ 学

に けて取り む で な表情を せる うになった。あまり って れな なって

し しかったのは、ここだけの 。もう、何もかも 取り 取り らな ていいんだな。

1 年 の出来事を い出す。授業 は 面目なキャラク ーが 先して 3 年生を し、

もし 談にのる先輩に。 りも に 合宿を りましょう と するキャラに

したのは笑っち った。後ろ で かに語る先輩もいるけれど、 には 面の笑顔で

合 報告に来て、 年 しに を ち取ったときの 、 （ ）感情を しきれて

なかった 。学生生活最後の い出を りながら、1 年の授業 に た着 を大切にして

々の研 を 出し、集大 となる卒業研 に取り む は もしかった。

 かに情 を し、 する を で み取って社会へ ってい 皆が しい。

けば、 の 事は皆のことばかりだったし、生きがいだった。日々の は、

その だけ感 なるのだと う。皆と一 に歩めて かったし、幸せだ。卒業おめで

とう。 来が しみです。2 年 、ありがとう。（ 下、卒業 を ）

4 年  

 ラ ン語 来の は通例 を用いて を すにもかか ら 、 代

カ英語において で用いられる と する例が できる。これは

、 用であるとされる。本研 では、 代 カ英語コーパス C   C  

A  E  C CA  を 用して の用 がどの うな を つのか し、

先行研 に って明らかにされている、  に を 合と  が節

を う 合に え、  と される 合に が を ことを明らかに

する。また、 と の に る修 が られること、  を う最 の出

から、 が の の につれて としての用 を い、今後新たに

・最 を る を る。

4 年 本 ありさ

日本 が英語を学 する で、 に 面に を てた 合、様々な に 面する。

それは英語が 語とは なる 語であり、様々な いが 語に られるためである。英

語の 面を するには、どの うな が 果 だろうか。本研 では、日本 の英

語学 の で こる の   について、  学生・大学生

への ン ート 、  発 を けた大学生へのイン ー、に き を行う。

 り、 度ごとに なる 面の と、大学 1 年生と して、 ンライン授業に

り対面授業での 活動 が れた が 2 4 年生にみられることが き りとなった。

果を まえ、  に き、 を用いた 授業を取り れた発 を行うこと

でどの うな 果が られるのかを し、学年ごとの と を す。

4 年  

年 のあり が される うになって しいが、大学生 代の ごし 、活

する大学生の は、どの 代も 目される。本稿では、明海大学の英米語学科における 学

び のあり を例に、学年ごとの と、4 年 に たる学修の を る。 体 には、

大学生活の を 英語 と定めた の学 経験を に、 ートエス グラフィー

に り記 してい 。 を定めて大学 験を し、カン ー 期 学で の

に して 通の しさを実感した 1 年。コロナ禍で ンライン授業の日々を

な された 2 年。T E C と英 を とし、 会 ゼミ後の に んだ 3 年。

活動で社会における のあり を し、研 の集大 として 学に んだ 4

年。語学 は に につ ものではないが、学 の における出会いが を さ

せ、 を る となった。 にとっては 英語 であったが、 を し、

との を して を続けてい ことは、大学生活の のひとつと える。

年 月 日  年 ン ーで

年 月 日 ゼミ合宿 卒業研 の め  先輩からの ッ ージ 浦コ ージ
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英 ゼミ

研

3 年  大

 ゼミでは国際 の 経 について学びます。 期は に 代社会のさまざま

な において重 なワードを学び、 の を ります。後期は 体 な国際情勢

歴史、 、 代社会の などを学び、その日の授業で った ーマの から先生が

を ック ップし、その について学生 で を行います。また、 が のあ

る国際 の 事に する新 を読み、その内 についての発表をします。一年を通して

常に を読み、 きまとめ、 を すということをするので、 を う 会はそれ

なりに いですが、 した だけ の に つは です。まして が のある

を した てゼミを するのであれば、なんら ではないと います。本 に る

があれば先生もそれに て ださるので、 の をとことん したい などは

ゼミにいらして ださい。

3 年  葉

 ゼミでは、 に 科 を って ごとに内 をまとめて発表をしたり、『日経キーワ

ード』を 用して国際 経 について学んだりしています。 ゼミでは、 国

際 などの がな ても一から丁 に学 ことができるだけでな 、 を を

につけることができます。学期 には、 で ーマを めて たことを発表します。

の の発表を ことで の の を ることもできます。まとめ の き

が からな ても、先生に 談したら ド イスを ださるので、 も め す 、

フィード ックも えるので、 に ときの にもできます。学 する はきちんと

しますが、 らかい で、 生日の がいたら プライ でお いをしたりもしてい

ます。 ハ があるため、 度に し 学 したい におすすめです。

3 年 内 

 ゼミでは、 に 学について学んでいます。 学とは、 、 史、

史、 、国際 などについて 合 に研 する学 です。授業では『

学 365 日』を用いて、 、 などについて学び、ゼミ生とその を行いま

す。 め は、 ごとに を め、 した ジ を し、授業内で発表しま

す。 学の が につ ことに えて、 を うことができます。また、『日経キ

ーワード』を用いて、授業の最 に ストを行います。『日経キーワード』から学んだ内

は、実際に ースを たり、新 を読んだりする にとても ちます。
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英 ゼミ

研

3 年  大

 ゼミでは国際 の 経 について学びます。 期は に 代社会のさまざま

な において重 なワードを学び、 の を ります。後期は 体 な国際情勢

歴史、 、 代社会の などを学び、その日の授業で った ーマの から先生が

を ック ップし、その について学生 で を行います。また、 が のあ

る国際 の 事に する新 を読み、その内 についての発表をします。一年を通して

常に を読み、 きまとめ、 を すということをするので、 を う 会はそれ

なりに いですが、 した だけ の に つは です。まして が のある

を した てゼミを するのであれば、なんら ではないと います。本 に る

があれば先生もそれに て ださるので、 の をとことん したい などは

ゼミにいらして ださい。

3 年  葉

 ゼミでは、 に 科 を って ごとに内 をまとめて発表をしたり、『日経キーワ

ード』を 用して国際 経 について学んだりしています。 ゼミでは、 国

際 などの がな ても一から丁 に学 ことができるだけでな 、 を を

につけることができます。学期 には、 で ーマを めて たことを発表します。

の の発表を ことで の の を ることもできます。まとめ の き

が からな ても、先生に 談したら ド イスを ださるので、 も め す 、

フィード ックも えるので、 に ときの にもできます。学 する はきちんと

しますが、 らかい で、 生日の がいたら プライ でお いをしたりもしてい

ます。 ハ があるため、 度に し 学 したい におすすめです。

3 年 内 

 ゼミでは、 に 学について学んでいます。 学とは、 、 史、

史、 、国際 などについて 合 に研 する学 です。授業では『

学 365 日』を用いて、 、 などについて学び、ゼミ生とその を行いま

す。 め は、 ごとに を め、 した ジ を し、授業内で発表しま

す。 学の が につ ことに えて、 を うことができます。また、『日経キ

ーワード』を用いて、授業の最 に ストを行います。『日経キーワード』から学んだ内

は、実際に ースを たり、新 を読んだりする にとても ちます。

3 年  

 ゼミは国際情勢について 学 るゼミです。 科 として『 学 365 日』

を用いて したり、『日経キーワード』を用いて の をしたりしています。また、

新 記事を読みながら、 の を学んでいます。とっても しいです。ゼミ生は皆、

とても がいいので 々と しています。 に からないことがあっても、先

生がとても かり す えて れるので国際情勢についての が まります。国際情

勢について かり す 学びたい におすすめです。

3 年  

 ゼミでは、国際 国際情勢について 学 ます。『 学 365 日』を

って国際 の 歴史、 について学び、 ーマの について します。学

生 ら ーマについてまとめるので、 り を めることができます。また『日経キ

ーワード』を って ストを行います。 えてお き国内外の が に き、

経 社会の動きを ることができます。新 の記事を用いることもあるので、 り

の国際情勢について学 ます。 の国際情勢の を めたい におすすめです。
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卒業研

4 年  

 ゼミの は です。4 年生になると、 活動に し 、卒業 について

える がな なってきます。しかし ゼミでは、3 年生のころから に取り んで

いるので、 の研 ーマに を って取り めます。

4 年  

 このゼミでは、3 年生で国際情勢 事 を いながら、経 キーワードの 記 英語

の 記に取り みました。後期からは卒業 に けた をし、発表しました。4

年生では、ゼミ発表をして、先生から ド イスをいただきながら、卒業 を めまし

た。

4 年 部 

 ゼミは、 し な ラフな で できます。4 年生ではそれ れが きな

ーマを めて を きます。国際 と けて を のですが、 の のあ

る事を ーマにできるので し が けます。

4 年  

 は今年から ゼミに ったのですが、卒業 に して、 が のある を

うことができますし、 先生は になって の 談にのって れます。 えて、

ゼミ生と を しながら に を めることできるなど、とても いゼミだと

感 ました。

4 年  

 ゼミに り、最 は卒業 を り るのに、本 に が 2 も ける

のかとても不安がありました。しかし 集め の き など、 歩 な事から

をする が けられています。授業では何度も卒業 の経 を発表することで、第

からの を取り れることができます。 卒業 を したい学生にとって

り すいゼミだと います。

4 年  ひなた

 このゼミでは、 に卒業 を めることができます。 の授業では、学生の発

表後に、先生と学生に り活発な が されます。 はこの うな に って、

卒業 の が すると えているので、 の授業が になっています。

4 年 日下 

 ゼミの は先生の です。卒業 には なフィード ックを下さったり、

ハロウィンの日には コ ートを って れたりします。 の い卒 を き、大学卒
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卒業研

4 年  

 ゼミの は です。4 年生になると、 活動に し 、卒業 について

える がな なってきます。しかし ゼミでは、3 年生のころから に取り んで

いるので、 の研 ーマに を って取り めます。

4 年  

 このゼミでは、3 年生で国際情勢 事 を いながら、経 キーワードの 記 英語

の 記に取り みました。後期からは卒業 に けた をし、発表しました。4

年生では、ゼミ発表をして、先生から ド イスをいただきながら、卒業 を めまし

た。

4 年 部 

 ゼミは、 し な ラフな で できます。4 年生ではそれ れが きな

ーマを めて を きます。国際 と けて を のですが、 の のあ

る事を ーマにできるので し が けます。

4 年  

 は今年から ゼミに ったのですが、卒業 に して、 が のある を

うことができますし、 先生は になって の 談にのって れます。 えて、

ゼミ生と を しながら に を めることできるなど、とても いゼミだと

感 ました。

4 年  

 ゼミに り、最 は卒業 を り るのに、本 に が 2 も ける

のかとても不安がありました。しかし 集め の き など、 歩 な事から

をする が けられています。授業では何度も卒業 の経 を発表することで、第

からの を取り れることができます。 卒業 を したい学生にとって

り すいゼミだと います。

4 年  ひなた

 このゼミでは、 に卒業 を めることができます。 の授業では、学生の発

表後に、先生と学生に り活発な が されます。 はこの うな に って、

卒業 の が すると えているので、 の授業が になっています。

4 年 日下 

 ゼミの は先生の です。卒業 には なフィード ックを下さったり、

ハロウィンの日には コ ートを って れたりします。 の い卒 を き、大学卒

業までに として一歩 したい は、 ゼミに することをおすすめします。

4 年  月

 卒業 では、ス ー ックスの り の いについて、日本と カを して

しています。ゼミでは、卒業 を発表した後に、 いに を出し合い、 り い

にし うと しています。 のゼミ生からもらった をまとめ、内 の い に

するために、日々 行 を り しています。

4 年  依

 ゼミは、卒業 を するゼミです。3 年で、 の 本 な ーマの

を定めます。その際、発表 ィスカッ ンを通して 不 を します。4

年では、本 に卒業 を します。目 などの大 から徐々に本 に取り

かります。4 年でも、定期 な 経 の発表、 ィスカッ ンなど行うので、 いを

しながら卒業 を することができます。何 りこのゼミは、 の きなこと

を卒業 の ーマにできるのが 1 の だと います。

4 年 安  

4 年生は から卒 に けて ーマを め取り んでいます。大学生活における最も大

きな ですので不安な も いのではないでしょうか。 ゼミでは内 はもちろんの

こと イトルから まで かいところも されているので、 度の い卒 を

できます。

4 年  

 ゼミでは 3 年 に の のある を め、4 年生になるとそれについて卒業

を する。 の授業では、 定された が の卒業 の を発表する。

卒業 はとても大事なものであり、先生は丁 に して ださる。 の のある

について できるのも だと う。
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ゼミ

June-ko’s Seminar - Class of 2024
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ゼミ

June-ko’s Seminar - Class of 2024

Comments on the seminar and advice for future students
Love you, everyone! Always makes me happy. って

下さい。You can do it! このゼミは、日本語から英語に する

ことを に行っています。We should join! Enjoying it!!  
Do your best! 来な！！Fun!! Enjoy, everyone!  

It has been a re arkable year! 
You are all full of life and are 
loving and beautiful  We still have 
another wonderful year to go  
Looking forward to working with 
every single one of you!!! 

Love, June-ko  
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June-ko’s Seminar - Class of 2023

It has been a wonderful year! 
You are all outstanding 
students, and will be successful 
at everything you do in the 
future! Wishing you every 
blessing and joy at every turn in 
your life!!! Love, June-ko  
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June-ko’s Seminar - Class of 2023

It has been a wonderful year! 
You are all outstanding 
students, and will be successful 
at everything you do in the 
future! Wishing you every 
blessing and joy at every turn in 
your life!!! Love, June-ko  

   

Comments on t e seminar an  a vi e for f t re st ents 
I HII I I  o yo  est    NE  NE  Inter reting was 

iffi t  t t an s to everyone  it was f n    U   oo  
   E  UI  t o g  t e inter reting was iffi t  I 

was a e to meet goo  frien s t ro g  t e seminar    U  
I  Inter reting was iffi t  t it was f n  r tea er is very 

in  ♡ N  CHEN  I was rea y y to oin t is seminar  
is ing everyone as a etter f t re  ( )   HIN  U I  I 

wo  i e to e ress my gratit e to yo  from t e ottom of my
eart    IU I IN     reat to meet everyone  I o e 

everyone is y an  as a ni e ife    PP HU N  
U  ime asses i y  so on t miss even one se on  in 

yo r ife  En oy ife  oo     N H NH HU  an s to 
t e Eng is  from re ent arti es  I ave een a e to gain more ife 
now e ge an  vo a ary in ifferent fie s  In t is ass  I 
ra ti e  ta ing notes an  synt esi ing w at I ear  t en 

inter rete  it in t e most n erstan a e way for t e ot er arty   
(In or er of st ent I  n m er 学 ) 
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ゼミ 

研

3 年 継 

ゼミでは、ゼミ生全員で して一つの英 学 を読み いていきます。ま は

たちの で を し、その後で先生が え合 せの様な で英語表 代

などを 明して れるため、英語 に がない でも し 取り む事が出来ます。

は い に 本を読んでもらっていたおか で、 然に 学に を つ うになり

ました。最 に 一 で読んだ は、ジ ール・ ル の『海 マイル』でし

た。それまで海は いものだと っていて がありましたが、この を読んだこ

とでその は り、 海など の らない に を つ うになりました。ま

るで に い んだかの うな不 な感 でした。その に読んだのは 学生 け

の だったので、いつかきちんとこの を読んでみたいと っていました。

明海大学に 学後、一・ 年生の は英語を に学んでいましたが、 年生になる

にゼミを ことになり、 学を学びたいと い、このゼミに りました。先生はジ イ

ム ・ジ イスという イルランド を に、 ム 学、 イル

ランド カ についても研 していらっし います。

ル はフランスの ですが、『 日 一 』は英語 でも があり、実際

に 日 で を一 することができるかどうかを した ー・ ライというジャー

ナ ストもいたそうです。 の 学は、さまざまな国の 学が いに し合って

いて いです。

これまでグロー ル・ス ィー の授業で 経 について学んできましたが、

どこか 事の うな感 がして、表面 な に まっていた うに います。しかし、

の の の ちになって 語を読み めると、その にある歴史 が

できる うになり、これまで学んできたことも 事として えられる うになりま

した。 学 は の を いたものですが、その に 実の 々の え

が っています。 からグロー ルな を るのも面 いと います。

3 年  

は から ー スト・ ミングウ イの『 と海』を英語で読んでみたいと っ

ていましたが、大学の授業でも で を読む 会がな 、また一 で読むには しす

て、そのままになっていました。だから、 年生のゼミを める際、イ ス・ イル

ランド 学について学 ゼミを びました。

このゼミに り、 めて英語で 学 を読みました。今年度ゼミで読んだ は、ジ
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ゼミ 

研

3 年 継 

ゼミでは、ゼミ生全員で して一つの英 学 を読み いていきます。ま は

たちの で を し、その後で先生が え合 せの様な で英語表 代

などを 明して れるため、英語 に がない でも し 取り む事が出来ます。

は い に 本を読んでもらっていたおか で、 然に 学に を つ うになり

ました。最 に 一 で読んだ は、ジ ール・ ル の『海 マイル』でし

た。それまで海は いものだと っていて がありましたが、この を読んだこ

とでその は り、 海など の らない に を つ うになりました。ま

るで に い んだかの うな不 な感 でした。その に読んだのは 学生 け

の だったので、いつかきちんとこの を読んでみたいと っていました。

明海大学に 学後、一・ 年生の は英語を に学んでいましたが、 年生になる

にゼミを ことになり、 学を学びたいと い、このゼミに りました。先生はジ イ

ム ・ジ イスという イルランド を に、 ム 学、 イル

ランド カ についても研 していらっし います。

ル はフランスの ですが、『 日 一 』は英語 でも があり、実際

に 日 で を一 することができるかどうかを した ー・ ライというジャー

ナ ストもいたそうです。 の 学は、さまざまな国の 学が いに し合って

いて いです。

これまでグロー ル・ス ィー の授業で 経 について学んできましたが、

どこか 事の うな感 がして、表面 な に まっていた うに います。しかし、

の の の ちになって 語を読み めると、その にある歴史 が

できる うになり、これまで学んできたことも 事として えられる うになりま

した。 学 は の を いたものですが、その に 実の 々の え

が っています。 からグロー ルな を るのも面 いと います。

3 年  

は から ー スト・ ミングウ イの『 と海』を英語で読んでみたいと っ

ていましたが、大学の授業でも で を読む 会がな 、また一 で読むには しす

て、そのままになっていました。だから、 年生のゼミを める際、イ ス・ イル

ランド 学について学 ゼミを びました。

このゼミに り、 めて英語で 学 を読みました。今年度ゼミで読んだ は、ジ

イム ・ジ イスの と イ ン 、 ー スト・ ミングウ イの で明

るい 、 マ ット・ ームの ラン ン です。どの も 読まれる 編

だそうですが、 には し 感 られました。

の情 を い か ながら を読み めてい こと、 な を すること、

英語を するのではな 、 の ちを み取って英語を すこと。こういった

ことを えながら の を するのは めてで、とても しかったです。

そこで、ゼミのみんなが 々どの うに したのかを発表し合うことにしました。す

ると、同 を読んでいるは なのに、みんな の が っていました。なぜそう

ったのか、どの うに したのかを し合ってい うちに、 で を読むことの

しさを ることができました。最 は し 感 ていましたが、英語で を読むことに

れて ると情 が し す なりました。 など を読む で な歴史

・ な は、 する を ることで を めました。

この一年で を で読むことへの が な なった は、 から読みたかった『

と海』を読んでみ うと えています。そして ミングウ イを卒業 の ーマにす

る 定です。 年生のゼミではみんなで同 を読みましたが、 年生はそれ れが

の に て ・ を び、一 で を読むことになります。『 と海』は

編 なので読むのが大 ですが、 年 の大学生活の集大 として ャ ンジしたいと

っています。
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ゼミ

研

4 年  

として何が か・何を える きか が かるゼミだと います。様々な にも

対 しおり、先生はいろんな経験談を して れます。 の 談も にできる

で、 達に寄り って れます。 を感 、 で え をつけることができるゼ

ミでした。

3 年  

が かれたのは の 大学 でした。 る と けばあまり いイ ージ

を ちませんが、 は ハ をつける という うに感 ました。 る は る、無

はしす ない。これは 生を生きる で大切です。常に全 で り続けるのは大 なの

で。

3 年 安  

に 学 を取り い、 には を たりもします。その で たちは本 の

で感 た え 、 はどの うなことを に伝えたいかを え、 と

します。そして では ことのできなかった えを うことを学びました。

3 年 今  

事を 面 に える を うことが出来ました。 スカー ワイルド 、 ルイス・キャ

ロル といった についてプ ゼン ー ンをすることに りゼミ内の と を

めることが出来、 学についての を めることが出来ました。

3 年  明

達 で ーロッパの本を読みながら、その を み取っていきます。 々が感

た事を に いたり、発 し すい があります。 に き合う事もできるし、

新しい を る事ができます。

3 年 後 大輝

学を に様々なことを学んでいます。発表の授業ではただ て発表するだけではな

、 き が に うことが無い うな 大 ではな 一つのことに す

ることの重 を り、本を読み 事の の を今まで り えることができました。
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ゼミ

研

4 年  

として何が か・何を える きか が かるゼミだと います。様々な にも

対 しおり、先生はいろんな経験談を して れます。 の 談も にできる

で、 達に寄り って れます。 を感 、 で え をつけることができるゼ

ミでした。

3 年  

が かれたのは の 大学 でした。 る と けばあまり いイ ージ

を ちませんが、 は ハ をつける という うに感 ました。 る は る、無

はしす ない。これは 生を生きる で大切です。常に全 で り続けるのは大 なの

で。

3 年 安  

に 学 を取り い、 には を たりもします。その で たちは本 の

で感 た え 、 はどの うなことを に伝えたいかを え、 と

します。そして では ことのできなかった えを うことを学びました。

3 年 今  

事を 面 に える を うことが出来ました。 スカー ワイルド 、 ルイス・キャ

ロル といった についてプ ゼン ー ンをすることに りゼミ内の と を

めることが出来、 学についての を めることが出来ました。

3 年  明

達 で ーロッパの本を読みながら、その を み取っていきます。 々が感

た事を に いたり、発 し すい があります。 に き合う事もできるし、

新しい を る事ができます。

3 年 後 大輝

学を に様々なことを学んでいます。発表の授業ではただ て発表するだけではな

、 き が に うことが無い うな 大 ではな 一つのことに す

ることの重 を り、本を読み 事の の を今まで り えることができました。

3 年 幸  

を うゼミだと は えています。 語をた さん読んでさまざまな 度から 事

を える をこの 1 年 で うことができました。何か が ちはだかった に

は一歩引いて の っている を い、 事を えることが への だと い

ます。

3 年 林 

などについて研 します。例えば、不 の国の スを 読みして、 の

を え、グループでパワー イントなどを いながら発表をします。 には、エッ

イ を読んで、 いたことを にまとめたり、 でエッ イを ってみたりしま

す。

3 年  

学に ら の から学びを ることができました。ひとつの を うにしても、

々な から 事を えて なりに したり、 の の を いて を けた

りしました。そこから常に することの大切さも同 に ることができました。

3 年  

語 などの を います。 、 などに れて を読み き様々な

から 語に された 本 を えます。 にはない が一 する う

な体験ができます。

3 年  

語 などを います。 を たり、本を読んだりして様々な 度からの え

感 を ることができました。 つの目 からだけでな いろんな目 から ることを

学びました。

3 年  

に対 するとき、様々な目 を つことが大切だと学びました。 に な

ど、 を えてみないと は が かない様な ーマに対して、 することで、

で える が していると感 る うになりました。 

3 年  

を読み するだけでな 、 には という 葉について えたり、『となりの

トトロ』を したりしました。ひとつの 事を り下 て えることで、新しい

で 事に き合ったり を られたりしました。  

49



卒業研

 だけの研 という を って、卒業 を きます。 部 、大 、

下 、 、 、 りこ、 部 、 の 8 の 4 年生が研 に取

り みました。 らの卒業 の内 ー ・クエス ンを 下にご します。

 『ロド スの 』『グ ム 』 ャルル・ ロー 『 ン ラ』（ ィ ー

）における の （ 部 ）

 『ク スマス・キャロル』にみる 19 のク スマス （大 ）

 フィー における 学と の い（ ）

 なぜ ロ は フ ム・フ ル の なのか（ 下 ）

 ャロットの を としたウ ー ーハウスの に する （ 部 ）

 『 と 』にみる （ ）

 ミ ャ が日本の に えた 60 年代から 70 年代における

（ りこ）

 ミ ージカル『 ・ミゼラ ル』 の英語 と日本語 の に する

（ ）

学生からのコ ント

4 年 大  

ゼミでは に 学について学 ことができます。 学とは を に の

を学び、 をすることです。 はこのゼミで 19 の ャール ・ ィ ン の

編 『ク スマス・キャロル』についての研 を行いました。この から た学び

は、19 のイ スの 々の らし り ィ ン が の の読 に えかけたか

ったこと、そしてこの 『ク スマス・キャロル』という が の 々の生活にど

の うな を えたのかということです。 通の授業では られない うな学びを、こ

の授業では ることができます。本を読むこと 、歴史 に のある はぜひ

ゼミを してみてはいかがでしょうか

4 年 下 

は スカー・ワイルドの『 ロ 』に があり、19 ーロッパ の代表

な ーマの一つである、フ ム・フ ール（ の ）について研 を行いました。19

、 いるミ ー の でも ロ という に を て、 などに

も のあるこの が、19 という において、フ ム・フ ールという を

うこととなった経 について しました。一 に ロ を にした は

から 学、 に るまで様々ありますが、 スカー・ワイルドの『 ロ 』は ロ
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卒業研
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 『 と 』にみる （ ）

 ミ ャ が日本の に えた 60 年代から 70 年代における
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ゼミでは に 学について学 ことができます。 学とは を に の

を学び、 をすることです。 はこのゼミで 19 の ャール ・ ィ ン の

編 『ク スマス・キャロル』についての研 を行いました。この から た学び

は、19 のイ スの 々の らし り ィ ン が の の読 に えかけたか

ったこと、そしてこの 『ク スマス・キャロル』という が の 々の生活にど

の うな を えたのかということです。 通の授業では られない うな学びを、こ

の授業では ることができます。本を読むこと 、歴史 に のある はぜひ

ゼミを してみてはいかがでしょうか

4 年 下 

は スカー・ワイルドの『 ロ 』に があり、19 ーロッパ の代表

な ーマの一つである、フ ム・フ ール（ の ）について研 を行いました。19

、 いるミ ー の でも ロ という に を て、 などに

も のあるこの が、19 という において、フ ム・フ ールという を

うこととなった経 について しました。一 に ロ を にした は

から 学、 に るまで様々ありますが、 スカー・ワイルドの『 ロ 』は ロ

の であると感 、 代 『 ロ 』を でワイルドが を けた と

なる伝 などと し、ワイルドが ロ に えた についての を行いました。

4 年  

の卒 ーマは 学 『ハム ット』と 『 フィー 』 の フィー

の 然 の です。この ーマを んだ として、ゼミの にてミ イが い

た『 フィー 』という を めて たときに、とても を けたということが

大きいです。卒業研 を通 て のことをさらに りたいと い、それが一 の動 にな

りました。 イクス が いた『ハム ット』という が になっていることから、

後に生まれた との、 の 通 なども つけることができました。

4 年  

ゼミは学生一 一 の を 重し、卒業 の だけでな 活 生活の

み事まで 談にのって れました。何かにつま いたりしても寄り って に歩ん

で れる 先生には感 しています。学生と先生の を え、一 の として し

て れたことで のゼミでは ることのできない 、 としてどうある きかを学

ことができました。 先生だからこそ卒業研 も め に ることができたと い

ます。ありがとうございました！

4 年 部 

はジ ン・ウィ ム・ウ ー ーハウスの 1888 年に かれた『 ャロットの 』が何

、同 ーマを いた 2 り を ているのかについて研 しました。一 に、ウ

ー ーハウスの は な が 、『 ャロットの 』 外にも の い

にも出 されている があり、 の を き てるものばかりでした。この研

の動 は、 々の があるにもかか ら 、ウ ー ーハウスと すると 1888 年に

かれた『 ャロットの 』が 果の大 を めていることに を感 たことです。

その うに される を つけ うと い、この ーマにしました。今では だけ

の研 ができ、 だけの学びを経験できたと感 ています。

員から ゼミの 8 の 4 年生へ。

皆さんには、 らしい があります。 々の研 に ド イスをする で、 はその

に れられることに大きな びを感 ていました。た さんのトラ ルも経験しまし

たね。学業 活動、研 を 行して行うことは大 だったと います。この 1 年に、

たちの 生の えになる うな学びがあったと 、今後の活 に期待しています。
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ゼミ

 

3 年 内   

First, I ask you some questions. Why do you study English? What is your 
motivation for studying English? For job hunting? For fun to study it? In our seminar, 
we learn about student’s motivation for English study. It is related to psychology. You 
give a presentation which you learned from a textbook. Then, Professor Yoshitaka 
Kaneko, gives effective feedback to us. He is kind, so we can make a presentation 
confidently. In addition, we discuss a theme from our experience and knowledge. For 
example, we talk about “What can teachers do for the students who will learn English 
for the first time in junior high school?” Therefore, I could improve my presentation and 
critical thinking skills. Furthermore, I like the time when we talk about the 
experiences which each of us has taken English class because I am able to find various 
lesson types to make students like English. However, our seminar has only two 
members. I often feel sad when we talk in the seminar, so I want you to come our 
seminar! I want to share many ideas!   
 Well, let’s change the topic now. I would like to tell you exciting things. We do not 
only study, but also have fun sometimes. For example, we held a Christmas party on 
the last seminar day in 2022. In this party, not only we but also other students joined. 
We enjoyed eating delicious pastries and snacks. We had a good time talking about our 
school life and our private lives. Are you interested in our seminar? Do you wan to know 
more information about our seminar? Do you want to join our seminar? If your answer 
is “Yes”, please come to us. Of course, you are welcome. Finally, I am really sorry to 
inform you that this seminar is available for only the students who are in teacher 
training course.  
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ゼミ

 

3 年 内   

First, I ask you some questions. Why do you study English? What is your 
motivation for studying English? For job hunting? For fun to study it? In our seminar, 
we learn about student’s motivation for English study. It is related to psychology. You 
give a presentation which you learned from a textbook. Then, Professor Yoshitaka 
Kaneko, gives effective feedback to us. He is kind, so we can make a presentation 
confidently. In addition, we discuss a theme from our experience and knowledge. For 
example, we talk about “What can teachers do for the students who will learn English 
for the first time in junior high school?” Therefore, I could improve my presentation and 
critical thinking skills. Furthermore, I like the time when we talk about the 
experiences which each of us has taken English class because I am able to find various 
lesson types to make students like English. However, our seminar has only two 
members. I often feel sad when we talk in the seminar, so I want you to come our 
seminar! I want to share many ideas!   
 Well, let’s change the topic now. I would like to tell you exciting things. We do not 
only study, but also have fun sometimes. For example, we held a Christmas party on 
the last seminar day in 2022. In this party, not only we but also other students joined. 
We enjoyed eating delicious pastries and snacks. We had a good time talking about our 
school life and our private lives. Are you interested in our seminar? Do you wan to know 
more information about our seminar? Do you want to join our seminar? If your answer 
is “Yes”, please come to us. Of course, you are welcome. Finally, I am really sorry to 
inform you that this seminar is available for only the students who are in teacher 
training course.  

3 年   

2022 年度、 ゼミは 先生、内 さん、 の で活動を行っています。 な活動

内 は 生 に対する、英語学 における動 け について様々な の研 果など

を用いて し、それを たちの 葉でかみ いて発表するといったものになっていま

す。その内 の で動 けに対して全 がなかった が一 印 に っているのは、

内発 動 と 外発 動 というものです。そもそも、動 けが あるとい

うことすら らない でした。 内発 動 け を に 明すると 学 が ら

学び、 する を つけ出し動 けにつながる というものです。この内発 動

けはい ば学 の から るものです。 対に 外発 動 け とは学

することで何か（ 、 などの報 ）を られることを に学 することに

を つけ動 けにつながる というものです。この外発 動 けの例として られ

た ない というもから して 来グロー ルな として活 したい などがあり

ます。この外発 動 けは目 が達 されてしまうと、動 がな なってしまうという

れがあります。そのため、学 に内発 動 をもってもらうことが り だが し

いと かってきました。そこから が学 に対し施す き が明 になり

めました。 
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卒業研

4 年 海 

この は にとって

第 2 の みたいなとこ

ろです。みんな が

笑いもありながら し

学 ています。S G

についてみんなで し

合って い し合

いもできたりと、 ハ

がしっかりできるゼ

ミです。そして何 り、ゼミの先生が しいというのが の一つです。1 1 の事を

え寄り って れますし、とにか 明るいので しみながら学 ています。だからこのゼ

ミは大学の の うなそんな だと います。

4 年  

は ゼミに して かったことがある。 先生 体が の 員を歴 した経験

があるので、授業 体に からな なる うなことが ないことだ。また からな ても

先生に ける が のゼミ にあるのではないかと う。 はこのゼミで、 活の

談などもして、 できているという があります。

4 年  歩

4 年生になって 先生のゼミに 動してきたのですが、1 年 だけでも のことを学

ことができました。S G のことを全 らなかったのですが、 っていた りも なも

のであり、いろんな から えるきっかけになり、 を つことができました。ゼミ

ン ーも し 、授業も し 、とても で充実した 1 年 でした。 活動にお

いても、 になって を いて ださる 先生のゼミを んで本 に かったです。

4 年  智

先生 かの たちから ド イスを けながら研 をして発表をしています。クラス

の はとても でみんなが発 をしながら し 授業を めています。 には 浦

の に遊びに行き先生 と しい を ごせました。先生 もとても な

ゼミです。

4 年  

ゼミでは 英語の 科 S G の活動をしている 業について今まで学 してきたこ

とと った から などを めることできて しいです。 先生に一から か 丁

に ド イスをいただ ためとても い で学 ができたと感 ます。 科 で
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卒業研

4 年 海 

この は にとって

第 2 の みたいなとこ

ろです。みんな が

笑いもありながら し

学 ています。S G

についてみんなで し

合って い し合

いもできたりと、 ハ

がしっかりできるゼ

ミです。そして何 り、ゼミの先生が しいというのが の一つです。1 1 の事を

え寄り って れますし、とにか 明るいので しみながら学 ています。だからこのゼ

ミは大学の の うなそんな だと います。

4 年  

は ゼミに して かったことがある。 先生 体が の 員を歴 した経験

があるので、授業 体に からな なる うなことが ないことだ。また からな ても

先生に ける が のゼミ にあるのではないかと う。 はこのゼミで、 活の

談などもして、 できているという があります。

4 年  歩

4 年生になって 先生のゼミに 動してきたのですが、1 年 だけでも のことを学

ことができました。S G のことを全 らなかったのですが、 っていた りも なも

のであり、いろんな から えるきっかけになり、 を つことができました。ゼミ

ン ーも し 、授業も し 、とても で充実した 1 年 でした。 活動にお

いても、 になって を いて ださる 先生のゼミを んで本 に かったです。

4 年  智

先生 かの たちから ド イスを けながら研 をして発表をしています。クラス

の はとても でみんなが発 をしながら し 授業を めています。 には 浦

の に遊びに行き先生 と しい を ごせました。先生 もとても な

ゼミです。

4 年  

ゼミでは 英語の 科 S G の活動をしている 業について今まで学 してきたこ

とと った から などを めることできて しいです。 先生に一から か 丁

に ド イスをいただ ためとても い で学 ができたと感 ます。 科 で

は 生の に 用していた 科 から の んだ を し、 学 していたこ

と りさらに 学 ができて、新たな発 が つかりました。

4 年  

S G について を一 一つ取り 発表し、 が たことも し れるきっかけ

を えて れた。先生も め からない事はす 談でき、 し合うことができるいいゼ

ミだと う。

4 年  

ゼミでは、社会 な について の を と一 に 合いながら、一 一 が

しっかり発表できる うに めてい ので える が に着きました。英語 と同

にク ィカル・ ンキング も に着 のでとても に ごすことができました。

4 年 葉 

ゼミは に 期に S G について え、 業がどの うな取り みをしているかゼミ内で

発表しました。また、 学 英語の 科 を い、 がどの うな をもってこの

ーマを 科 に んだのかを え、 の えをまとめました。

4 年  

業が S G 達 に けてどの うな取り みを行なっているかについて して発表し、

の英語の 科 を学生 の ではな 編集 の で し、なぜそれ れの

が 科 に されているか、何を伝えたいのか、S G に はあるかについて 、発

表を行い、後期は卒業 に取り んでいます。

4 年  大

それ れ きな S G の ーマを び て発表して、 外と なものだと実感するこ

とができます。 きな ーマについてインプットし、 ウトプットをする 会も授業内で

えて ださるので、 然と S G についての がついており、今後の 活動 生

にも てることができます。

4 年  

に S G について の だけでな の の を取り れ新たな発 に るこ

とが いため では いつかなかった事 、 う 度からの を ことが出来てと

ても しかった。ゼミの も 々としていてこのゼミに って かったと から

感 た。

4 年  輝

今まで に にしていなかった の のある S G の内 について 々 あ

てゼミ内では発表しました。 年と 年を通して S G に れ、 の に き合う

会をこのゼミで られたのが かったです。
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ゼミ

研

3 年  奨

 ゼミは 後から までの英語 を り り、その 代の の り 歴史に

ついて、これから日本はどの うな を行 なければいけないのか、それについてどの

うに ったのかを え、学びを めるゼミです。また、 先生の面 い にな

る も して ださるので、すご しいゼミです。 修 はもちろん、 に

しでも のある はとても な を ごすことができると います。

3 年  海

 が している 先生のゼミは から 代までの英語の を学 るゼミで

す。 ・ 部 一『英語 大 』を読み みながら、海外との英語の り 日

本国内での英語の 発達の など、内 には 々 しい もありますが、 でき

るととても し 取り めるゼミです。また、英 新 を読んで語学 を めることもで

きます。英 新 は 読むため、 然と 語の記 読 も に きます。先生は

一 そうですが、 を けてみるととてもにこ かで面 い先生です。皆さんもぜひ、

ゼミを えてみて ださい。          
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ゼミ

研

3 年  奨

 ゼミは 後から までの英語 を り り、その 代の の り 歴史に

ついて、これから日本はどの うな を行 なければいけないのか、それについてどの

うに ったのかを え、学びを めるゼミです。また、 先生の面 い にな

る も して ださるので、すご しいゼミです。 修 はもちろん、 に

しでも のある はとても な を ごすことができると います。

3 年  海

 が している 先生のゼミは から 代までの英語の を学 るゼミで

す。 ・ 部 一『英語 大 』を読み みながら、海外との英語の り 日

本国内での英語の 発達の など、内 には 々 しい もありますが、 でき

るととても し 取り めるゼミです。また、英 新 を読んで語学 を めることもで

きます。英 新 は 読むため、 然と 語の記 読 も に きます。先生は

一 そうですが、 を けてみるととてもにこ かで面 い先生です。皆さんもぜひ、

ゼミを えてみて ださい。          

3 年  

 ゼミは、英語 の歴史について学 ゼミです。英語 大 後から ま

での英語 の を ていき、その 代の英語 のあり などを学びました。

を 修していない にとっても い内 となっています。授業内 外のお でも

いろいろな情報を ることができます。また、 先生にはゼミ外でも学 に する 談

にのっていただけるので、とてもおすすめのゼミです。皆さんもぜひお し ださい。

3 年  

 先生のゼミでは英語 について学びます。 後から までの英語 の り

歴史について、英語 大 という を用いて、 代ごとの の り などを学

びます。先生は の先生でありながら、 を 修していな てもゼミに る

ことができ、 に のある にはとても な を ごせる内 になっていると

います。先生のゼミでは生 と先生の が 、 になる が けるので、

しでも英語 について のある し 学びたい は、ぜひ 修してみて下さい。

卒業研
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4 年  

は本を読み様々な え に れるのが きで、このゼミに ることを しま

した。 ゼミでは、 日本における英語 の とその後 について、様々な を

に研 しています。 が しいため、ゼミの で一 に読み いていき、 プ

ゼン ー ンを用 して発表し合います。またこのゼミでは、新 の 事英語も読むの

で実用 な英語が に きます。 を 修している はもちろん、日本における英

語 の歴史について のある におすすめです。     

4 年 部 生

 ゼミでは 後から までの英語 を り り、これからの英語 について

え、英語 大 昭 から の学 の をみていき、その 代の の

り などを学んでいます。また、日本の外国語 に何が りないのか、 を に

し、外国語 だけでな 、英語に しての歴史 を り 学 ことができます。

そして授業では英 新 を読むので、英語学 継続と に、英語を い続けることもでき、

今まで ってきたことを無 にすることが一切ないゼミです。   

4 年  

 ゼミでは英語 について学びます。 に、第 大 から までの英

語 にフ ーカスを てて学 していきます。 内では、 された を 読して

パワー イントにまとめて発表するス イルになっています。 々まとめかたが なるた

め、ゼミ生の発表を ことで とは った で を めることができます。また、

ゼミでは学 を から学 ことができ、 を 修していない生 も
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4 年  

は本を読み様々な え に れるのが きで、このゼミに ることを しま

した。 ゼミでは、 日本における英語 の とその後 について、様々な を

に研 しています。 が しいため、ゼミの で一 に読み いていき、 プ

ゼン ー ンを用 して発表し合います。またこのゼミでは、新 の 事英語も読むの

で実用 な英語が に きます。 を 修している はもちろん、日本における英

語 の歴史について のある におすすめです。     

4 年 部 生

 ゼミでは 後から までの英語 を り り、これからの英語 について

え、英語 大 昭 から の学 の をみていき、その 代の の

り などを学んでいます。また、日本の外国語 に何が りないのか、 を に

し、外国語 だけでな 、英語に しての歴史 を り 学 ことができます。

そして授業では英 新 を読むので、英語学 継続と に、英語を い続けることもでき、

今まで ってきたことを無 にすることが一切ないゼミです。   

4 年  

 ゼミでは英語 について学びます。 に、第 大 から までの英

語 にフ ーカスを てて学 していきます。 内では、 された を 読して

パワー イントにまとめて発表するス イルになっています。 々まとめかたが なるた

め、ゼミ生の発表を ことで とは った で を めることができます。また、

ゼミでは学 を から学 ことができ、 を 修していない生 も

修することができます。          

4 年 本  

 先生のゼミでは に英語 について学びます。一 、 そうかなと う もいる

かもしれません。ですが 達が今まで何も え に学んできた英語 について『英語

大 』 を読み、これからどの うにして をしていかな てはいけないか

を え、 めることができます。 は 修 ではないのですが、 先生からは

活動、 生など の ド イスを頂けています。もちろん 修 にはとても スス

です！ のある は 先生ゼミへお いします！     
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ゼミ

研

ゼミでは、

3 年  葉

先生の での経験 などを りながら、 生 と の学 に合

せて実 に授業 をしています。 体 、対 な い学び について、ゼミ生が

しています。英語を えることの面 さ、 しさだけでな 、 の も感

られるゼミです。

3 年  

英語の授業での生 のひきつけ 、 CT を活用した授業 を学んでいます。イ ント

には に る明るいゼミです！皆と に同 目 に かうことが、『 ーム ゼミ』

で め合うことに がっていると感 ています。

3 年 後 

修生が 員になるための学びを める活動をしています。大学 1 年生から に学ん

できた ン ーなので が 、大 なことも いですが、みんなで同 目 に か

い っています！

3 年  

来英語の を目 す と に、 に する い学びを通 て大学生活を充実させ

ることができます。また、英語 のプロフ ッ ナルである 先生が をして

ださることがとても いです！

3 年 林 

授業などを通 た な 出活動を通して、 たち学生 が を出し合いなが

ら について えています。 だけの だけでない の なる から える授

業 など、 り い内 を体験 に学 して、 員を目 して活動することができます。

からのフィード ッグに り への も いゼミです。

3 年  

学生が実際の授業を 定して 授業を行う授業ス イルのため、とても実 です。そ

のおか で、 実 で授業をすることへの不安を し ら ることができました。また、

ゼミの で切 しながら日々 員になるためのスキルを につけることができるゼ

ミだと います！                 

3 年  

を目 す が インの活動をしています。 になる で大切な えを学

ことはもちろん、ク スマスパー ィーなどさまざまなイ ントがあります。 を目
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ゼミ

研

ゼミでは、

3 年  葉

先生の での経験 などを りながら、 生 と の学 に合

せて実 に授業 をしています。 体 、対 な い学び について、ゼミ生が

しています。英語を えることの面 さ、 しさだけでな 、 の も感

られるゼミです。

3 年  

英語の授業での生 のひきつけ 、 CT を活用した授業 を学んでいます。イ ント

には に る明るいゼミです！皆と に同 目 に かうことが、『 ーム ゼミ』

で め合うことに がっていると感 ています。

3 年 後 

修生が 員になるための学びを める活動をしています。大学 1 年生から に学ん

できた ン ーなので が 、大 なことも いですが、みんなで同 目 に か

い っています！

3 年  

来英語の を目 す と に、 に する い学びを通 て大学生活を充実させ

ることができます。また、英語 のプロフ ッ ナルである 先生が をして

ださることがとても いです！

3 年 林 

授業などを通 た な 出活動を通して、 たち学生 が を出し合いなが

ら について えています。 だけの だけでない の なる から える授

業 など、 り い内 を体験 に学 して、 員を目 して活動することができます。

からのフィード ッグに り への も いゼミです。

3 年  

学生が実際の授業を 定して 授業を行う授業ス イルのため、とても実 です。そ

のおか で、 実 で授業をすることへの不安を し ら ることができました。また、

ゼミの で切 しながら日々 員になるためのスキルを につけることができるゼ

ミだと います！                 

3 年  

を目 す が インの活動をしています。 になる で大切な えを学

ことはもちろん、ク スマスパー ィーなどさまざまなイ ントがあります。 を目

している におすすめのゼミです。

3 年  

に 授業の実施とその を行っています。ゼミ生を 学生 生に て、50

の 授業を行います。 のパワー イント など、かなり本 に授業を

ってい ので大 だと いますが、授業後の 先生 ゼミ生からのコ ントは

ー ン ップに がっています！  

3 年  

1, 2 年生の から同 授業を けている がいるため、みんな が しいゼミで

す。 授業をしてお いに ド イスし合ってそこから新たな イ ィ が生まれたり

することから、 になるため 4 年で 実 に行 ための ル ップができ

ると います。

3 年  々

の を めるだけでな 、実際に 授業を行なってゼミ生のみんなが を伝え

ることで いを め合っています。 先生からのコ ントだけでな 、 を目 すゼ

ミ生からの は に を えて れます。常にゼミ生を って れる 先生と、

いに切 できる学生がいる なゼミです。

3 年  

学 に いた英語 についての内 を 学 ことができます。グループで

新しい英語 についてのプ ゼンを行ったり、 で実際に 授業を行ったりしてい

ます。 はゼミの たちと し を したり、先生の ド イスを活かしたりし

て、 り い授業 りを学 ことができました。

3 年 代 

全員が 修生で 員を目 しています。ゼミを通して、 の授業プラス を学

ことができましたし、お いの 授業の かったところ などを し合い、

をこなす度に学びが えていきました。ゼミ生同 も が 、明る しい

で していけるゼミです！

3 年  来

員としてのスキルを に けられる うなグループ学 M での に え、

授業を行いました。 授業ではお いに ド イスをし合って、授業 の

ためにできることを たちで えたり、先生から えていただいいたりすることができ

ました。とても明る 、 にあ れた学生ばかりです。

ゼミ り  
明る 活 にあ れた学生ばかりです。 授業 学生 のフィード ックの が 、

す にでも学 に り出したいと感 る どです。（ ）
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卒業研  

4 年  

ゼミでは を 修している学生が しています。1 年生から に授業を けて

きたので が いです。このゼミでは授業の動 について を い合い、それを まえ

て 授業をします。授業を重ねることで英語授業の が まり、 から新しい

きがあり い学びだと感 ます。

4 年  

は 4 年生から 先生のゼミに しています。ゼミを する際に 先生とゼミ生

のみなさんが か えて ださいました。ゼミの授業では について学 だけではな

、 実 員 用 験について に していただきました。ここで学んだこと

を の 来に活かせる うに し続けます！

4 年  

ゼミ生はそれ れ 英語 の内 について卒業研 を行います。ゼミ生同 で

したりしながら 体 な学 をすることができます。また、 の本 をつ ド

イス を頂けるので、日々 を 感 ています。ク スマスパー ィー 合宿を し

て ださるので、学生 先生との を めることもできます。

4 年  日

ゼミの は、みんなが を目 している にあります。日常の を にし

た の 、生 の えを引き出す発 の 、ワーク ートの などを

式ではな 、学生同 の ィスカッ ンで 出していきます。その から生まれた新

しい イ ィ を 授業などで活用できました。 いのフィード ックに り、みんな

で できるゼミです！

4 年  

ゼミでは 学 を する授業 とは何か し実 しています。また、

実 に ることで からないこと があれば 先生が ー

トをして れます。 先生のおか で 実 学 ラン ィ を りきれたので

日々感 の ちでいっ いです。

4 年  

このゼミは、 員を目 す に ったりのゼミです。例えば、 用 験 は英語の な

部 を に をして下さったり、それ 外の期 にもちょっとした 授業などの

を けて ださったりします。先生の 員としての経験談などもた さん ことがで

きてとても になります。 用 験を ける 定の に スス です。
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卒業研  

4 年  

ゼミでは を 修している学生が しています。1 年生から に授業を けて

きたので が いです。このゼミでは授業の動 について を い合い、それを まえ

て 授業をします。授業を重ねることで英語授業の が まり、 から新しい

きがあり い学びだと感 ます。

4 年  

は 4 年生から 先生のゼミに しています。ゼミを する際に 先生とゼミ生

のみなさんが か えて ださいました。ゼミの授業では について学 だけではな

、 実 員 用 験について に していただきました。ここで学んだこと

を の 来に活かせる うに し続けます！

4 年  

ゼミ生はそれ れ 英語 の内 について卒業研 を行います。ゼミ生同 で

したりしながら 体 な学 をすることができます。また、 の本 をつ ド

イス を頂けるので、日々 を 感 ています。ク スマスパー ィー 合宿を し

て ださるので、学生 先生との を めることもできます。

4 年  日

ゼミの は、みんなが を目 している にあります。日常の を にし

た の 、生 の えを引き出す発 の 、ワーク ートの などを

式ではな 、学生同 の ィスカッ ンで 出していきます。その から生まれた新

しい イ ィ を 授業などで活用できました。 いのフィード ックに り、みんな

で できるゼミです！

4 年  

ゼミでは 学 を する授業 とは何か し実 しています。また、

実 に ることで からないこと があれば 先生が ー

トをして れます。 先生のおか で 実 学 ラン ィ を りきれたので

日々感 の ちでいっ いです。

4 年  

このゼミは、 員を目 す に ったりのゼミです。例えば、 用 験 は英語の な

部 を に をして下さったり、それ 外の期 にもちょっとした 授業などの

を けて ださったりします。先生の 員としての経験談などもた さん ことがで

きてとても になります。 用 験を ける 定の に スス です。

4 年  

この 2 年 、 学 ・ 学 で する際に な 授業 の について学び

ました。 学で 実 を行った際に、このゼミで学んだことを活かすことが出来たので

かったです。 ット部の活動で できない日もありましたがこの 2 年 しい と

学 て い い出が出来ました。

4 年   

全員が を 修しています。 に することを研 します。先生はいつも たち

を にかけて ださいます。先生と学生、学生同 の が 、とても が いで

す。一 で活動することは どな 、みんなで を 、 をおこなって

います。一 に活動するので かっています。た さんの新たな発 きが られま

す。

 ゼミ り  
3 年 には全員が に 事することを していましたが、最 には 3 が 外の

を びました。その は と経験を経た 果であると、 は しています。

全員が、英語 について語り合いながら に を 、 ともに大き でき

た2年 でした。それ れの での を てこれからも していきます。（ ）

年 ゼミ

年生 年生
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卒業研 目一

林 ゼミ（ 出 ）

1  
A 社会と 社会  

に A がもたらす様々な

2  
海 ミの と てない り 2 0 5 0 年 の対 と

い ひとつない しい のためにす きこと

3 本 と パ ル業 新しいフ ストフ ッ ンのあり  

4  
動に けて 体が果たす き

続 な社会の実 に けて

5  常 に る

6 と の と今後の

7  
の とこれから

がス ーツ に す

8 本 日本と 外国との の歴史 が日本に えた について

9  動 と に対する 動 の今後の動

10 大  千 の つ と の の研

11 業 における社会 と 業の取り み

12  ットコインの 用における 来 実 としての体験

13  日本の 季を取り戻す を するには

2022 年度は に の が集まりました。 りましたね 林

ゼミ

1 海 ジンにおける の無 について

2  
ク ル・マイ ィに する大学生の

明海大学生に対して実施した ン ート の 果

3  海輝 C  の における ルミー ングの

4  

における 無 語 の

るりん りん りん りりん りん りん ろ

んで に んだらん だららんで りんちょりん そ

5  
一 が るク ンしんち ん での 幕 と と

つの を て
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卒業研 目一

林 ゼミ（ 出 ）

1  
A 社会と 社会  

に A がもたらす様々な

2  
海 ミの と てない り 2 0 5 0 年 の対 と

い ひとつない しい のためにす きこと

3 本 と パ ル業 新しいフ ストフ ッ ンのあり  

4  
動に けて 体が果たす き

続 な社会の実 に けて

5  常 に る

6 と の と今後の

7  
の とこれから

がス ーツ に す

8 本 日本と 外国との の歴史 が日本に えた について

9  動 と に対する 動 の今後の動

10 大  千 の つ と の の研

11 業 における社会 と 業の取り み

12  ットコインの 用における 来 実 としての体験

13  日本の 季を取り戻す を するには

2022 年度は に の が集まりました。 りましたね 林

ゼミ

1 海 ジンにおける の無 について

2  
ク ル・マイ ィに する大学生の

明海大学生に対して実施した ン ート の 果

3  海輝 C  の における ルミー ングの

4  

における 無 語 の

るりん りん りん りりん りん りん ろ

んで に んだらん だららんで りんちょりん そ

5  
一 が るク ンしんち ん での 幕 と と

つの を て

6  一 国語と日本語の に る表 の

7 大 新 用語 としての ーム用語に する

8 英語の 語研 日米を して

9  海 の 語に後続する 、 ト に する

ゼミ

1 浦 
語を む フ ー表

・ ・ を対 に日本語と英語の 研

2  
会 の会 ス イルの日米 研

T の ス イル い りス イル の から

3  千
日本 と カ の大学生の依 表 の 研

ライト スの から

一ゼミ

1 大 日本における社会 に する

2  ー ャル・キャ ルを めるための 編 に する

3 日本の の のス ップへの

4  と動 の に する

5  た目の さは幸せにつながるのか

6  大 ローカル の 続と に する

7 新  の が日本にもたらす に する

8 とマッ ング プ の活用に する

9 不 への から た日本の 度の に する

10 安 ワーク・エン イジ ント の 感を に

ゼミ

1  ウクライナ 事 に る の

2  カの は にどの うな を えたのか

3 千 ウクライナ における外 の

4  日本の学 は本 に 下しているのか

5 
重

ン明
ジ カ ジ に対する について

6  来 フ ストフ ッ ンと
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7  ウクライナ に る への対 に する

ゼミ

1  新 の と  

2  語から えるキャラク ーの ク の 用について 

3  
は い  

語 の 年 における の イ ージ  

4 林 ーム 葉の英語   

5  学 の いに る英 語 の  

6  然 ス ー表  の 語 と ス ーを に  

7  歩 日英コミ ー ンにおけるジ ス ャーの  

8  の出 すい の  

9  安 ール ンカムイの 用と英語  

ゼミ

1  海外と日本のジ ークについて を用いた  

2  日本語と 国語における マト

3  智 『 イ ック』における英語の について  

4  千 り の と実 と に着目して

5  日本語と英語のスラング

イコ・ナカムラゼミ

1        

2 
エン ス

カール
          

3 大 すみれ   

4 大 ロミ       C -S

5 大  季 2 5 2 5 の歴史と 2 5

6   M          

7  
L2       

A           

8 葉 A      E   

9          
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7  ウクライナ に る への対 に する

ゼミ

1  新 の と  

2  語から えるキャラク ーの ク の 用について 

3  
は い  

語 の 年 における の イ ージ  

4 林 ーム 葉の英語   

5  学 の いに る英 語 の  

6  然 ス ー表  の 語 と ス ーを に  

7  歩 日英コミ ー ンにおけるジ ス ャーの  

8  の出 すい の  

9  安 ール ンカムイの 用と英語  

ゼミ

1  海外と日本のジ ークについて を用いた  

2  日本語と 国語における マト

3  智 『 イ ック』における英語の について  

4  千 り の と実 と に着目して

5  日本語と英語のスラング

イコ・ナカムラゼミ

1        

2 
エン ス

カール
          

3 大 すみれ   

4 大 ロミ       C -S

5 大  季 2 5 2 5 の歴史と 2 5

6   M          

7  
L2       

A           

8 葉 A      E   

9          

10  M     

11        G    

12 出  
A          S

C     , ,   

13 
ト エ

ト ルン
    

14  海 T      

15  月 - 業 の新たな ジ スと

16 米  ラストパフ ーマンス ハウス ンス ル ッ

                   

林智昭ゼミ

1  
代 カ英語におけるラ ン式 の 用

を う を例に

2 本ありさ
日本 の英語学 における

果 な発 に けて

3 
      E   M   

A    

英 ゼミ

1 部 
日本の がどの うに け れられているか

大国 国と して

2  
イラスト ー ンの 一 2 、3 CG の からみる日本と海

外のイラスト ー ン

3  の 用

4 ひなた
日本のマン ・ の

なぜ日本の が外国からも されているのか

5 日下 日本の ス ーツ 発 の の海外 ス ーツ 研   

6  月 で のス ー ックス

7  国と日本におけるジ ン ー の と

8  依
スト ート ンスの と

ラックカル ャーとの歩み

9   の 用 米発のジ 用の
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10 安  
グジットと イルランド

りの えない イルランド

11   9・11 後の カの  

ゼミ（      学 号 ）

   

1     S  TA A A S  

2  G  SA  TAM A 

3   C   M   S  

4    S  

AGEET  

MA A GA 

MA A 

5   M  A   S  

6  A  T A  T A  T  

7  G  A A E A ESA A 

8 
ウ

ウ イ

T         

     S  

 

C E  A G 

9 

 

マド ラン

クマーラ

C  S   A    A  T  SE A A

10 
ャン

ント イ
E   -  S  A T G L  

M            

     -  M

ゼミ

1 部 ン ラにおける の かれ からみる

2 大  『ク スマス・キャロル』の された

3 下 
『 ロ 』における ロ はなぜフ ム・フ ールになったの

か

4  
学 『ハム ット』と 『 フィー 』 の

フィー の 然 の
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10 安  
グジットと イルランド

りの えない イルランド

11   9・11 後の カの  

ゼミ（      学 号 ）

   

1     S  TA A A S  

2  G  SA  TAM A 

3   C   M   S  

4    S  

AGEET  

MA A GA 

MA A 

5   M  A   S  

6  A  T A  T A  T  

7  G  A A E A ESA A 

8 
ウ

ウ イ

T         

     S  

 

C E  A G 

9 

 

マド ラン

クマーラ

C  S   A    A  T  SE A A

10 
ャン

ント イ
E   -  S  A T G L  

M            

     -  M

ゼミ

1 部 ン ラにおける の かれ からみる

2 大  『ク スマス・キャロル』の された

3 下 
『 ロ 』における ロ はなぜフ ム・フ ールになったの

か

4  
学 『ハム ット』と 『 フィー 』 の

フィー の 然 の

5  『 と 』における

6  りこ
ミ ャが に えた

60 年代と 70 年代の を して  

7 部 なぜウ ー ーハウスの『 ャロットの 』は代表 となったのか

8  
ミ ージカル『 ・ミゼラ ル』における の日英対 から かる

こと

ゼミ（学 号 ）

1  日本の大 の合

2 葉 動 の スに る への

3  歩

4  年代に って 行る の

5  
ーグと クラ が行う 活動は

ーグ発 と の にどの うな ットがあるのか

6  大
代イングランドフット ールが 最 の ーグとい れてい

る

7 海 はどの うにして するのか

8  代 の への 、 の について

9  
S G と 代 たしたちが す き 。17 の国際目 と 169

の達 目 、232 の

10 智 国ドラマ『 の不 着』が な

11  学歴社会をな すための

12  輝 の し と 業と

ゼミ

1  
後、日本の英語 はどの うな を経て、どの うな に

むのか から読み 日本の英語 の歴史

2 部 生
後、日本の英語 はどの うな を経て、どの うな に

むのか 日本の英語 に しての の

3 
後、日本の英語 はどの うな を経て、どの うな に

むのか 英語 の に対する の

4 本  
後、日本の英語 はどの うな を経て、どの うな に

むのか 日本の英語 に しての の
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ゼミ

1   さいたま市から る英語 の と

2  
学 が える

学 員の き についての と

3   英 語の な学

4 日  学 における生 が す を ばす 果 な

5   CT 用の ットと ットと今後の

6   英語の授業における ・グループワークの 用 について

7   情 フィル ーを取り 果 な取り み けについて

8   英語の授業において すことの 感をな す について
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年度英米語学科 卒業研 発表会

2023 年 2 月 13 日に英米語学科 の 2022 年度卒業研 発表会 を し、英米語学

科の 員と学生が しました。 年度は ンラインのみで実施しましたが、今年度は対

面と ンラインのハイ ッドで行いました。

 は めに、 さん（

ゼミ）が 会 の会 ス

イルの日米 研 Tannen の

ス イル い りス イ

ル の から という イトル

で発表しました。日本と カの

トーク において、 会 が ス

トと会 を めてい がどの

うに なるのかを明らかにしま

した。 に際しては、日英語のト

ーク の会 を き こす 業

を ら行いました。

 に、 さん（ イコ・ナカムラゼミ）が “Invisible Racism: Rooted Racial 
Discrimination in Japan” という イトルで発表しました。 ら実施した ン ートで

られた 果をもとに、日本の大学生の にある がどの うな のものであ

るかを明らかにし、 も しました。

2つの発表とも され

ており、 の を きつけ、

発表 了後も の が発表

を んでコ ント を

しました。来年度 に卒業研

に取り む後輩たちにとっ

ても、大 になる の

い発表でした。
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海外英語研修 University of Hawaii (NICE Program)
この英語研修は 年 月から 9 月に行 れたものです。

Overcoming Language
Uran Kitamura (2nd year) 

I had a valuable experience during this summer break. I went to the University of 
Hawaii at Manoa to study abroad for about three weeks.  
 The first day, August 28th was a free day. It has been a while since I have been 
overseas, so I was a little nervous. After our arrival, we went sightseeing to several 
famous spots in Hawaii. Since I arrived in Hawaii, I felt everything was fresh and 
stimulating: the people, culture, landscape and many other things. The next day was 
my first day of school. I heard English everywhere at school. At first, I was very nervous 
and felt lonely, but one student talked to me. She was very kind and friendly, so I tried 
to start a conversation with her. This experience gave me confidence. After school, my 
friends and I went out to explore almost every day. On the weekend, we went to hike a 
mountain and walked to another town a little far away from my dormitory. In one class, 
we learned about Hawaiian culture such as language, food, and hula dancing. On 
Monday, we did not have class, but my classmates and our teacher went to do some fun 
activities such as having a picnic and sightseeing. For sightseeing, we went to Honolulu 
Zoo. Being a student in Hawaii was not always easy because I was often faced with the 
language barrier. It was hard to get over it, but I did not give up. I kept studying 
English, memorizing new words, listening to the language, and speaking with 
English-speaking teachers. These efforts helped my English skills improve, and I 
became more confident speaking English. Since then, I have been able to use English 
actively. Every time I went to shops or restaurants, I tried to start a conversation with 
people. When I was struggling with what to say in English, people always tried to 
understand me, and taught me how to say the words in English.  
 In conclusion, I can definitely say that this experience was very valuable and 
special for me. I learned about Hawaiian culture and improved my English ability. Also, 
I felt like I could grow up as a person from this opportunity. I gained so much 
confidence and courage from talking with people in English, which is important for my 
future job. I want to say thank you to my teachers and Meikai University for giving me 
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understand me, and taught me how to say the words in English.  
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this opportunity. I would like to keep learning and try my best in my future.    
  

The Importance of Acting Spontaneously
2 年  

 奨学海外研修としてハワイの フ にあるハワイ大学マ で されている 3
の New Intensive Courses in English (NICE Program) というプログラムに しまし

た。今 の経験から、 に行動することは の のためにも重 なことであると

え、今後の学生生活 大学卒業後も に行動するのを

れ にい ことが大切だと ことができました。

 実際に けた な授業内 として、英語でのス ーキング

の を るため、クラス イトとの ィスカッ ン

ハワイ大学の学生との を行いました。また、大学外に

出てハワイの 歴史に れることもできました。

 授業では先生から かけられた に対して、 えだけ

を るのではな 、 の を ることが とされ

ていました。 は英語で の をその で ることが

これまであまりなかったので、最 はできませんでした。し
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かし、授業を重ねるにつれ、 の を明 し、 ることができる うになってい

きました。クラス イト 先生と してい ことで、 の えを めることもできまし

た。

3 の授業の で一 印 に っている授業は、Kaka’ako という 区にフィールドワ

ークに行ったことです。それまでは、授業内で英語 ハワイ語の語学 ハワイの につ

いて学んでいましたが、Kaka’ako で 活 活動として行 れているウ ール ート

を れることに って実際に様々な の ートにも れることができました。それらの

ートには、ハワイの歴史が かれているものなどがありました。 には、歴史につ

いても学 ことができました。

 1 か月 もの 海外で するという 会を るということはとても 重なことだと

えていたので、 は 1 日 1 日を無 にしない う

に、日本では経験することができないことを しでも

経験できる うに、 に行動してきました。 果

に のことを学 ことができました。今まで 期

で を感 ることがなかったのですが、今 は

でも を感 ています。

Knowing and Understanding Pearl Harbor
Mahiro Mizuide (2nd Year) 

 This summer, I visited Oahu, Hawaii and participated in a three-week language 
program called the NICE Program at the University of Hawaii at Manoa with 10 
Meikai students. I had a great time with wonderful Hawaiian foods, nature, and many 
nice people!! During my three-week stay in Hawaii, I spent one day at Pearl Harbor to 
visit the National Memorial sites and Museum to learn about WW II history. As an 
optional class in the program, I had an 
opportunity to visit the Pearl Harbor 
Historic Sites in Joint Base Pearl 
Harbor-Hickam. Researching about the 
history of Hawaii before the program 
started, I had a desire to visit the U.S.S. 
Arizona Memorial. Finally, I could see the 
battleship Arizona sinking under the 
memorial and oil called “black tears” when 
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battleship Arizona sinking under the 
memorial and oil called “black tears” when 

I looked carefully. Although there were 
several Japanese visitors at the historic 
site, I could see few Japanese people at 
the memorial. At that time, I thought 
that many more Japanese visitors 
should go there and use the opportunity 
to think about those who were killed by 
the Japanese attack on that tragic day. 
By actually visiting the memorial and 

experiencing other places at Pearl Harbor, I learned the importance of knowing and 
understanding history made by humans. In addition, it is meaningful and important to 
pay our respects as Japanese. Therefore, if you have a chance to visit Hawaii, I would like 
you to pay a visit there. The experience in Hawaii taught me not only about English 
through the University of Hawaii program, but also the significance of on-site learning. 

Growing Up in Hawaii
Futaba Uehara (3rd Year) 

 I fortunately was able to participate in the NICE program at the University of 
Hawaii from August 28th until September 18th. I had a great time with 10 other 
Meikai students, one professor and two students from Asahi University. There are 
three things that I learned in this program. 
 First of all, I learned that we should always be enthusiastic. In Hawaii, nobody 
cared about our mistakes when we spoke English. Just trying to speak was enough. In 
my classes, I always spoke English actively and communicated enthusiastically with 
my peers. This was true not only of class, but also educational activities. We ventured 
outside of the university and learned many things related to each site. Moreover, it 
helped us to go shopping, eat something and go somewhere after class. At first, I gave 
up asking questions, but I thought being active is more important than being afraid of 
making mistakes. If I had a question about a product, I asked the store clerk. 
Sometimes, my questions were not good but I did my best. When I go back to Japan, I 
will keep in mind to “always be enthusiastic.” 
 Second, I didn’t speak English as well as I expected. I found some native speakers’ 
speed of speaking English was so fast that I couldn’t understand them. I realized I 
should study English more; I should go to MLACC more. My speaking and listening 
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skills should be improved. That’s why I didn’t worry about making mistakes when I 
talked. I remembered “practice makes perfect” in my head. To improve my English 
skills, I almost always turned on the TV to listen to some news or watch films in my 
room. I felt my listening skills in English were getting better and better. 
 Third, language is strongly connected to culture. My research topic was “Hawaiian 
language revitalization.” I learned why the Hawaiian language was lost and also, I 
learned how native Hawaiians are revitalizing their mother tongue. I interviewed a 
student who is a native Hawaiian. The Hawaiian language shows Hawaiian culture in 
every word. In addition, I learned about it a little bit in my class. I like its sounds. It is 
easy to read like Japanese. In Hawaii, we need to know the names of places in the 
Hawaiian language. 
 In summary, my study abroad experience in Hawaii has led to many unforgettable 
memories. I love Hawaii’s atmosphere, its climate, foods, music and so on. I went to the 
Diamond Head, Waikele Outlet, Ala Moana Shopping Center and Waikiki Beach. I 
enjoyed shopping with my friends. In addition, I became a big eater. I miss Hawaiian 
foods. Finally, I would like to thank my parents, teachers, and the people who are in 
charge of studying abroad. I would like to continue to work hard and be enthusiastic. 
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めての海外で実感した と

3 年  大

2022 年 8 月 28 日 9 月 18 日の 3 、 たちは NICE という日本 け語学プ

ログラムに しました。ま 、 体 な研修内 として、この NICE プログラムでは、

日に 全員が一対一の面 を英語で行うクラス け ストがあり、その出来を に 5
クラスの内のどこかに り てられます。 の英語 と 同 ルの学生が集まる

ため、クラスの と して英語を学 ことができました。この NICE プログラムは 英

語での ーラルコミ ー ンスキルの が大きな となっており、授業 はす

て英語でのコミ ー ンが められました。 も 内では英語でのコミ

ー ンが められ、日本語を すと の

対 になる 合があるので、ス ーキング を

うにはとても い でした。授業内 は、日

常で に つ表 英語の発 はもちろん、

カ合 国の歴史、ハワイ の歴史、 カの

、ハワイの 、ハワイの 、 な

ど のことを学 ことができました。また、

月 日には を出て、英語を学 ク ィ

ィが用 されていました。 のクラスは

に行き、 の を にワーク ー

トの を いてい という内 でした。さらに、

に 2 、 の学生と英語で す Interchange
という がありました。この が に一

ス ーキング を める い 会となりました。
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今 の研修で したことは大き つあります。一つ目は、英語のス ーキング

が したことです。明海大学では、3 年生になると、2 年生まで 修科目であった

Integrated English がな なり、英語を す 会が今まで りも な なります。 は、

今 の NICE プログラムに することに って、英語 で英語を し、 しながら学

することができました。日本でも英語を すことはできますが、どうしても日本語に

ってしまうことが 、 日本にいる 、日本語が える に えてしまう ことが、

英語学 する での大きな でした。しかし、研修 は授業、 、授業外での生活、

ッ ングなど英語を う 会が日本にいる と にならない らい いので、日常

生活からも英語のス ーキング ス ング を うことができました。 つ目は、

英語 の 々と 々と会 をする が てたことです。今 の研修が にとって めて

の海外で、研修 までは英語 の と英語で会 をすることに していました。

しかし、 では 事を うたびに 員さんと英語での り取りがあり、 を重ねるご

とに 々と すことができる うになりました。 の つがこの研修で に した部

であり、この うな経験ができて本 に かったと実感しています。今 の研修は英語

の だけではな 、 を るという からも お めします！

Experiences in Hawaii: A Stepping Stone for My Dream
Haruka Kojima (3rd year) 

 My three weeks in Hawaii were a 
turning point in my life, because I could 
learn countless things there. I would like to 
share some of my treasured, irreplaceable 
and wonderful experiences. 
 In this study abroad, I participated in 
a program called NICE, which focuses on 
improving oral communication skills. This 
program included not only classes where 
the teacher taught English, conversational 
expressions, vocabulary, and grammar, but 
also authentic communication with local 
native English speakers. Through this 
program, I could expand my world-view 
and gain real world information through 
various personal experiences. For example, 
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の だけではな 、 を るという からも お めします！

Experiences in Hawaii: A Stepping Stone for My Dream
Haruka Kojima (3rd year) 

 My three weeks in Hawaii were a 
turning point in my life, because I could 
learn countless things there. I would like to 
share some of my treasured, irreplaceable 
and wonderful experiences. 
 In this study abroad, I participated in 
a program called NICE, which focuses on 
improving oral communication skills. This 
program included not only classes where 
the teacher taught English, conversational 
expressions, vocabulary, and grammar, but 
also authentic communication with local 
native English speakers. Through this 
program, I could expand my world-view 
and gain real world information through 
various personal experiences. For example, 

I was introduced to culture differences, World Englishes, SDGs in Hawaii (Aloha + 
Challenge) and so on. I know that these treasures will help me with my dream to be an 
English teacher and by using them, I hope to encourage children who live in an 
uncertain future to pursue real-world experiences in the future.  
 In conclusion, I’m proud to be a Meikai University student, and I promise to 
contribute to our school and society as a student who embodies the philosophy of 
Meikai University.  

Memories of This Summer
Fuka Hagiwara (3rd year) 

 This summer, I had an amazing experience in Hawaii. I studied to improve my 
communication skills in English and expand my 
horizons at the University of Hawaii at Manoa. 
Actually, I was able to speak English naturally 
compared with before my study abroad 
experience. And then, I found what kind of 
image people overseas have of Japan.  
 I would like to write about my classes and 
my free time. My class emphasized 
communication with my teacher and fellow 
classmates. I had a lot of chances to discuss 
about environmental problems and traditional 

culture in Hawaii with my classmates. I found it is important to state my opinion and 
think in front of my classmates in a positive and active manner. By doing so, we can 
improve our communication ability in English. Secondly, I will talk about my free time 
in Hawaii. I visited a lot of places during 
my study abroad like Diamond Head, 
Pearl Harbor, Honolulu Zoo and Ala 
Moana Beach. My most memorable place 
is Diamond Head. It is a mountain in 
Oahu and a very popular spot known all 
over the world. I started to climb it at 6 
a.m. The sunrise from the top of the 
mountain was so beautiful. During the 
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climb, I was able to converse with other foreign tourists in English. I was so excited.  
 Studying abroad has been my goal. I have put in a lot of effort to achieve that goal. 
This experience will be useful not only in my school life and job hunting, but also in my 
life after Meikai, when I become a full member of society.   

に きっかけの 3
3 年  

は今 、ハワイ大学マ に 3 の海外研修に しました。 した は、

英語に を ちながら学 をし続けた が英語を 用している国でどの らい

せるのかを りたかったからです。 は 生のとき修学 行でカナ に行きました。

の は 最 のことだけを英語で し、 ら んで英語を 用し うとはしません

でした。その 果、英語を ってどこまで の と 通ができるかの を ら

に帰国することになりました。 は、 でどこまでできるのかを るため、この海外

研修に しました。

研修先の大学では、日ごとに 定されている授業の ーマについてクラス イトと英語

を って をしたり、 の学生 1 に対して、クラス イト 3 4 と一 に グ

ループを し、日ごろから英語を 用し、年 が い とコミ ー ンをとる

がありました。月 日には、授業の一 で に といった、 施

に行 日もありました。ただ されているものを るだけではな 、英語が 用されて

いる を いたり、 明のパ ルを たりしながら英語のワーク ートを めていきま

した。

海外研修期 の 3 す ての がす て学 に って められているのではな 、

行動 が ありました。この は、 り の に れ、日本との い

に かされる となりました。 の と会 をしたときに印 に ったことは に 2
つあります。1 つ目は、 で生活をしている 々は、 が したことに対して

を明 に ることです。この いに が いてから、何かの行動 を うときに、

が をした を えることをしました。すると、 の で む 、 け

るものの について することができ、 を めることができました。2
つ目は、 らない 同 が会 をするとき、どちらか一 に しかける明 な がある

ときは、国 にかか ら 同 うな会 になるということです。この うな感 を

いたきっかけとなる出来事は、 とんど に こりました。例えば、 が っ

ている に 宿りができる の ス を えて れた にあったこと 、 からないこ

とに して の にどの うにしたら いのかを いたことです。実際に んでいる

たちとの会 をしたり、生活している様 を ることで、 す 葉が っても、大
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climb, I was able to converse with other foreign tourists in English. I was so excited.  
 Studying abroad has been my goal. I have put in a lot of effort to achieve that goal. 
This experience will be useful not only in my school life and job hunting, but also in my 
life after Meikai, when I become a full member of society.   

に きっかけの 3
3 年  

は今 、ハワイ大学マ に 3 の海外研修に しました。 した は、

英語に を ちながら学 をし続けた が英語を 用している国でどの らい

せるのかを りたかったからです。 は 生のとき修学 行でカナ に行きました。

の は 最 のことだけを英語で し、 ら んで英語を 用し うとはしません

でした。その 果、英語を ってどこまで の と 通ができるかの を ら

に帰国することになりました。 は、 でどこまでできるのかを るため、この海外

研修に しました。

研修先の大学では、日ごとに 定されている授業の ーマについてクラス イトと英語

を って をしたり、 の学生 1 に対して、クラス イト 3 4 と一 に グ

ループを し、日ごろから英語を 用し、年 が い とコミ ー ンをとる

がありました。月 日には、授業の一 で に といった、 施

に行 日もありました。ただ されているものを るだけではな 、英語が 用されて

いる を いたり、 明のパ ルを たりしながら英語のワーク ートを めていきま

した。

海外研修期 の 3 す ての がす て学 に って められているのではな 、

行動 が ありました。この は、 り の に れ、日本との い

に かされる となりました。 の と会 をしたときに印 に ったことは に 2
つあります。1 つ目は、 で生活をしている 々は、 が したことに対して

を明 に ることです。この いに が いてから、何かの行動 を うときに、

が をした を えることをしました。すると、 の で む 、 け

るものの について することができ、 を めることができました。2
つ目は、 らない 同 が会 をするとき、どちらか一 に しかける明 な がある

ときは、国 にかか ら 同 うな会 になるということです。この うな感 を

いたきっかけとなる出来事は、 とんど に こりました。例えば、 が っ

ている に 宿りができる の ス を えて れた にあったこと 、 からないこ

とに して の にどの うにしたら いのかを いたことです。実際に んでいる

たちとの会 をしたり、生活している様 を ることで、 す 葉が っても、大

きな いは無いのだということを ることができました。

研修を通して、 の は日々 っていない英語を通して と 通を行うこと

ができるものの、 の と い を行うのは であるということを ると同

に、 生のときと て 最 しか さない から だと うことは す

に したと感 ました。 できた として、 を るという目 を ちながら

ごしたこと、 の りたい うに ってみ うという があることが られると

います。目 と みを つことは、 なことに し うとするきっかけを引き出す

になると感 ました。この うな 会を 、 して ださり、ありがとうございま

した。

A Milestone in My Life
Shogo Kimizuka (4th year)  

 I participated in the Nice program at the University of Hawaii during my last 
summer vacation. In the program, we had classes focusing on speaking skills through 
the weekdays. Our teacher, Ms. Diana, was a very experienced teacher; therefore, I 
could learn about not only English but also teaching skills. Especially, her techniques 
for creating a cozy atmosphere in which students can make mistakes were fabulous. 
She always said, “L2 learners should make mistakes. By doing so, they can improve 
their English skills. No mistakes, no gain.” She also taught us a considerable amount of 
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information regarding the history of Hawaii, the special American holidays, and the 
language of Hawaii, to name a few.  
 When it comes to my classmates, they were so friendly that we even met them in 
Japan after coming back from Hawaii. Since there were countless chances to talk with 
classmates in speaking activities, I could make nice friends. 
 In terms of the facilities of the University of Hawaii, they are marvelous. Take the 
gym, for example. There is a diverse range of machines where you can train a small 
part of your muscles. Since I had not seen these sophisticated machines, I was so 
astonished and impressed that I would like to go there again after this program. 
 Through this experience, I realized that I need to improve my English skills more 
and more. Speaking skills are something I should work on particularly. However, at the 
same time, I became more confident as I could chat with people who speak English 
without any problem.  
 To sum up, this brilliant experience contributed to my confidence, as well as my 
knowledge with respect to teaching techniques and English, which resulted in my being 
able to speak English in front of others without hesitation. In addition, I had many 
authentic experiences that I will be able to share with my future students. 
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knowledge with respect to teaching techniques and English, which resulted in my being 
able to speak English in front of others without hesitation. In addition, I had many 
authentic experiences that I will be able to share with my future students. 

ハワイでの と き

4 年  

 は 4 年生の みに 3 、奨学海外研修としてハワイ大学の NICE program と ば

れる語学プログラムに させていただきました。

 授業は ル で行 れ、 のクラスではハワイの 歴史、発 を学

びました。15 の のクラスで、 ィスカッ ンの が あることに え、

ハワイ大学の学生へのイン ーなどの授業もあり、 を いながら英語を学 こ

とができました。授業は 後に で、 月 日にはクラス で 外学 が され、

たちのクラスでは ラ ナ ッ ング ン ー ルル ーなどに行きました。

日は授業がなかったので、 スに って様々な へ行きました。最 は の と

コミ ー ンが取れませんでしたが 日後には徐々に に れてきて、

に りの に しかけて を いたり、お での の がスムー に行えたりする

うになりました。

 がこの研修で に印 に っているの

は interchange と い う 授 業 で す 。

interchange では、ハワイ大学の学生と

で ィスカッ ンをすることが

できます。 の学生が日常生活で う英

語を し、それを実 することで会 表

の を ることができ、 を重ねる

たびに り い会 ができる うになりま

した。さらに、今 の研修で の研

である について、この 会に

の学生にイン ーを行いました。 ら

の社会 に対する い を感 、

が っていない新たな え の

を られる大 い 会となりました。

 今 の研修を通して は、 の学びを

ることができました。 めて海外で生活

を り、 に れ、英語を日常 に いながら でしか経験できない の 重な

経験をさせていただきました。これらの経験は英語の を させることだけでな 、

を させることができたと います。さらに、ハワイの 々が社会 に対す

る と い 感を っていることに感 を けました。 についてのイン

ーをした際には、 した全ての学生が社会 に対して の を っており、
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い に発 する 面が 々ありました。それだけ社会 への が 、その対

に に の 々が取り んでいることに が きました。

 この研修で た経験を活かし、 につけた をさらに発 させ を られる う

を ち、様々な に を って生活を っていきたいと います。そし

て、社会に出た際はこの研修で った 語学 を活かし、様々な を ートして

いきたいと います。3 という られた期 ではありましたが、 りの 先生な

どに けていただきながら、日本では経験できない うな 重で れられない を ご

すことができました。ありがとうございました。

My Lovely Three Weeks
Rin Takahashi (4th year) 

 I did not expect to be able to go to the University of Hawaii at Manoa due to 
COVID-19 and I am so glad that my heart’s desire came true. There, I could spend a 
lovely time and learn a lot of things for three weeks. 
 First, I had no confidence in my English before going to Hawaii, but I noticed that I 
could communicate with local people, use the bus, and buy something by myself. That is 
because I learned how to take the bus and order something at restaurants from my 
teachers; also, I could display the communication abilities and English skills I already 
had. This fact boosted my confidence and motivation to learn English. 
 Second, I met wonderful people in Hawaii and, as mentioned above, I could talk 
with them, but I had a lot of experiences in which I could not say what I wanted to say 
and understand what they said. Then, I found the meaning of learning English from 
this experience, and I wanted to speak fluent English in words of my own someday. I 
am sure that if you have a wonderful encounter abroad, you will want to learn more 
English. 
 Third, we went to Safeway, the supermarket near our dormitory, to buy various 
dishes, snacks, beverages, and water. On the first day, we did not know how to buy 
donuts there, but a local lady showed us how to buy them, and also, I could ask her 
what flavor she recommended. While it is important to visit sightseeing sites, I believe 
that by going to local supermarkets, you can learn more about local culture and 
experience the lifestyle of the local people. 
 Finally, it is necessary to be considerate of other people because we stayed at a 
dormitory, Lincoln Hall, where a lot of people stay, and we all shared a microwave oven, 
washing machines, dryers and more. Furthermore, I often interacted with other 
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い に発 する 面が 々ありました。それだけ社会 への が 、その対

に に の 々が取り んでいることに が きました。

 この研修で た経験を活かし、 につけた をさらに発 させ を られる う

を ち、様々な に を って生活を っていきたいと います。そし

て、社会に出た際はこの研修で った 語学 を活かし、様々な を ートして

いきたいと います。3 という られた期 ではありましたが、 りの 先生な

どに けていただきながら、日本では経験できない うな 重で れられない を ご

すことができました。ありがとうございました。

My Lovely Three Weeks
Rin Takahashi (4th year) 

 I did not expect to be able to go to the University of Hawaii at Manoa due to 
COVID-19 and I am so glad that my heart’s desire came true. There, I could spend a 
lovely time and learn a lot of things for three weeks. 
 First, I had no confidence in my English before going to Hawaii, but I noticed that I 
could communicate with local people, use the bus, and buy something by myself. That is 
because I learned how to take the bus and order something at restaurants from my 
teachers; also, I could display the communication abilities and English skills I already 
had. This fact boosted my confidence and motivation to learn English. 
 Second, I met wonderful people in Hawaii and, as mentioned above, I could talk 
with them, but I had a lot of experiences in which I could not say what I wanted to say 
and understand what they said. Then, I found the meaning of learning English from 
this experience, and I wanted to speak fluent English in words of my own someday. I 
am sure that if you have a wonderful encounter abroad, you will want to learn more 
English. 
 Third, we went to Safeway, the supermarket near our dormitory, to buy various 
dishes, snacks, beverages, and water. On the first day, we did not know how to buy 
donuts there, but a local lady showed us how to buy them, and also, I could ask her 
what flavor she recommended. While it is important to visit sightseeing sites, I believe 
that by going to local supermarkets, you can learn more about local culture and 
experience the lifestyle of the local people. 
 Finally, it is necessary to be considerate of other people because we stayed at a 
dormitory, Lincoln Hall, where a lot of people stay, and we all shared a microwave oven, 
washing machines, dryers and more. Furthermore, I often interacted with other 

university students and people from other countries, and had many opportunities to 
meet new people. I suppose that the best way to learn how to relate to others is living 
together. 
 In closing, the colorful things I learned and experienced on my travels helped me 
grow as a person. Besides, I appreciate that I could meet lovely people, experience 
lovely things, and spend a lovely time over my three weeks. I will never forget my lovely 
memories. 
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海外英語研修 アルバータ大学（カナダ）

ル ー 大学での 8 か月 の 学

3 年  

 は、IVSP (International Visiting Student Program) と ばれるプログラムで、カナ

の ル ー 大学に 4 月の下 から 12 月の下 まで 8 か月の 期 学をしました。

の 4 か月 は EAP コース という英語集 で学び、後 の 4 か月 は、 ル ー

大学の 科目で あるものを んで本キャンパスで しました。その にも、EAP
コースには、授業が った後も ができる Writing ワーク ップ Speaking
ワーク ップなど、英語をまん んな 学 るプログラムが用 されています。また、

ル ー 大学が に している、ジャスパー ンフといったカナ で な

ス ットを る 行に することもできました。その 行で はた さんの 達を る

ことができ、 でも が続いている もいます。 ル ー 大学は様々な国々の学

生が学びに来ているため、英語 だけではな 国際 な を めることができると え

ております。様々な えの を え、 いに 重し合う らしい がそこに

はありました。

 カナ の大学の新学期は、 本 に 9 月から まります。ですから、その 期にクラ

活動 、様々な しいイ ントが されるなど、 と てキャンパスは大いに
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海外英語研修 アルバータ大学（カナダ）

ル ー 大学での 8 か月 の 学

3 年  

 は、IVSP (International Visiting Student Program) と ばれるプログラムで、カナ

の ル ー 大学に 4 月の下 から 12 月の下 まで 8 か月の 期 学をしました。

の 4 か月 は EAP コース という英語集 で学び、後 の 4 か月 は、 ル ー

大学の 科目で あるものを んで本キャンパスで しました。その にも、EAP
コースには、授業が った後も ができる Writing ワーク ップ Speaking
ワーク ップなど、英語をまん んな 学 るプログラムが用 されています。また、

ル ー 大学が に している、ジャスパー ンフといったカナ で な

ス ットを る 行に することもできました。その 行で はた さんの 達を る

ことができ、 でも が続いている もいます。 ル ー 大学は様々な国々の学

生が学びに来ているため、英語 だけではな 国際 な を めることができると え

ております。様々な えの を え、 いに 重し合う らしい がそこに

はありました。

 カナ の大学の新学期は、 本 に 9 月から まります。ですから、その 期にクラ

活動 、様々な しいイ ントが されるなど、 と てキャンパスは大いに

います。 は明海大学では、何一つ ークル クラ 活動に してこなかったので、

ル ー 大学では大いにキャンパスライフを しもうと、た さんの ークルに し

ました。 でも、 クラ と 国語会 クラ ではた さんの と い出を るこ

とができました。同 を つ 同 で ごす はかけがえのないものです。そのお

か で の英語 も に びたといっても ではありません。

科目は、 語学 の授業を しました。 語学を に 明すると、 語を

し、 を め うとする学 で、 々が している 語でさえも かないこ

とに かせて れる学 であると は えております。もちろん授業は英語で行 れ、

ス ング が しい は学期の はついてい のが っとでした。それでも、授業

後に 授に をしに行ったりと、なんとか りました。学期の後 では、 も れて

きて、 授が していること 学生が っていることは することができ、授業で

も を て発 するなど、 3 の授業が しみになりました。

学で学んだことは英語だけではありません。 記の うにグロー ルな を会 で

きたことはもちろんのこと、日本とカナ を ることで、お いの いところ、 いと

ころを ることができました。 いところは て、 い え いところは切り てる。

新たな日本を り ていかなければならない 々 には、その うな は かせな

いものであると えております。
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フィールドワーク 報告

イン ーン ップ

経験という学び

3 年 大  

T 株式会社にて 9 日 のイン ーン ップに させていただきました。 は か

ら T の を って日々の生活で不 を感 る 々に したいと えておりました。

しかし同 に、 T の の とんどない がこの業 で ことはできないのではない

かという不安もありました。経験を通して 来に つ を ること、 経験の が

活 できる があるのかを かめること、この 2 つの目 をもってイン ーン ップの

を しました。

 全体の れとしては、 日に情報 キ ィに する研修がありました。 日目

は の EC イトに する A の 、 を行い、最 日に行った 果報告会の

を めるといった びで業 を行いました。 にも 業様のはからいで の社員の

との 談会の 会を けていただきました。 の された 部 では、日 月歩で新

しい が 発されてい T 業 の動 を に感 ることが出来る でした。実際に が

った業 の では、 はり 経験であることが い目になることが なから ありま

した。 からないこと な面でついていけないこともありました。そんな 下で

が た学びは、 めないことでした。イン ーン ップ 日に 社 が T 業 では

からないことは『 、 る』が だ と えて ださいました。その えで の

不安が し なりました。 にある T の業 では、 からないという みはどん

な にもあるため め に学び続けること、そうすれば 経験の でも業 で活 する

は されていると感 ました。また業 を 行してい で、 業の などを

イン ーン ップに している の学生と し、 を 同 するなど、 が

していた業 とは なった経験もありました。実際に体験してみないと感 ることので

きないことが あることを学びました。

 談会の で、全員が 通して っていたことは、 T の業 では常に情報をキャッ

ップして学び続ける があることが められるということでした。コツコツと し続

けることが出来る がこの業 に いている であると することができました。今

のイン ーン ップを通して、イン ーン ップ に目 としていた、 経験の

でも に 第では活 の があると することができましたし、また実

の経験を通して業 での イムス ジ ールなど、一 な のイン ーン
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フィールドワーク 報告
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不安が し なりました。 にある T の業 では、 からないという みはどん

な にもあるため め に学び続けること、そうすれば 経験の でも業 で活 する

は されていると感 ました。また業 を 行してい で、 業の などを

イン ーン ップに している の学生と し、 を 同 するなど、 が

していた業 とは なった経験もありました。実際に体験してみないと感 ることので

きないことが あることを学びました。
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けることが出来る がこの業 に いている であると することができました。今

のイン ーン ップを通して、イン ーン ップ に目 としていた、 経験の

でも に 第では活 の があると することができましたし、また実

の経験を通して業 での イムス ジ ールなど、一 な のイン ーン

ップでは かりえない学びがあったと感 ています。このイン ーン ップは の

もうとする業 業に不安のある こそ のあるものになると いました。 にはな

い 重な経験を、 活 だけでな 後にも活かしたいと います。

の ス ィー

3 年  

は あるイン ーン ップ先の で、 にある 5 つ ルの ル ークラ

イを しました。この研修先を した は、 の ス ィーを学

ためです。この の ス ィーを学 ということは、 ル業 のみなら 業

にも があります。 ス ィーとは、 に C の 業で用いられることが い

ですが、 の 業でもクライ ントに対する対 で用いることができます。この うに、

ス ィー を 5 つ ルの で学 ことができれば、 した際にどの業

業にいっても対 することが であると感 たため、 ル ークラ イでイ

ン ーン ップを行おうと めました。

 研修では、 ・ ・フロント の 3 にて、 の ス ィーを学びま

した。 ス ィー を学 ため、ま は めに 学で 日 の研修を経て、実際
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にお 様対 をしました。イン ーン ップ生の がどうすれば社員の と同 うな

な ができるのだろうと っと えていました。しかし、社員の 々それ れの対

の があり、 はないのだと かされました。そして、 なりにお 様のことを

え対 したところ、お めのお 葉を授かりました。研修の ではありましたが、

来社会に出る で大事なことを えるきっかけを頂いた であると感 ました。

 このイン ーン ップの経験を通して学んだことは、 ームワークの大切さです。この

ことに しては、 に で 感 ました。 は、 が経験した 3 のうちで最

も しい部 でした。この部 の業 は、 がどのエ を するかが められており、

プラス で 内をします。 日などの 日は し み、 い は のみで 1000 を

える日もありました。この うな 合、丁 なお 様対 はもちろんのこと、ス ー ィ

ーな対 が められます。しかし、1 がそれを したところで はあります。 業員

の たちが かけをしっかりと行い 内 ー ンの を めることに り、1000

ものお 様を させる の ス ィーの を行えるのだと実感しました。

 このイン ーン ップで、 の笑顔を ること 感 の 葉をいただ ことは の

りがいであると することができました。最 は、5 つ ルで実 イン ーンを

することに不安を感 ていましたが、イン ーン ップをしなければ体験することができ

ない 重な経験ができ、 の で として する 会となりました。
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ラン ィ

GSM ラン ィ ： A いちか

My Social Contribution
Bat Erdene Batchuluun (4th year) 

 In September, I went to JA Ichikawa’s workplace with a group of three senior 
students to give back to society. During the warmer days, we worked for JA Ichikawa 
Funabashi’s fruit sorting facility for six days. It was a requirement for graduation. I 
knew it was an agricultural sector, therefore I expected volunteers to help with 
harvesting, sowing, planting, farm care, cultivation, picking, and sorting. 
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 In my mother country, I had the opportunity to pick potatoes. I spent the entire 
day collecting potatoes and packing them into a 20-kilogram sack. We worked outside, 
so it was difficult, and there was a lot to do. In the instance of Mongolia’s potato farms, 
we accomplished everything with our fingers and bodies. In the instance of the fruit 
sorting activities in JA Ichikawa, on the other hand, we did everything using 
cutting-edge technology. It was the first thing I discovered while volunteering: modern 
technology has the potential to minimize energy use while increasing labor efficiency. 
 I worked with the students, the workers of the JA Ichikawa, and even the locals. 
Some of the locals were older than us, but they worked harder, and we learned many 
things from their work experience in the field. I talked to them as friends also I had 
warm relationships with them. They were the crucial workers there, so I thought, 
regardless of age, each person in society was significant. 
 We oversaw sorting the Japanese pear crates. In the plant, approximately 50 
workers were working on the assembly line to achieve the day’s target. So, I assumed 
that several events occurred to sell a Japanese pear to a consumer. Many operations are 
carried out on farmland to prepare for the situation when pears are available in the 
market. Its procedure will be extensive and lengthy, needing a substantial quantity of 
time and workforce. Therefore, I realized that everything I consume required a 
tremendous lot of energy, so I must treat them with care and as thoughtfully as possible. 
I believe that the insights I gained through volunteering at JA Ichikawa will be useful 
in my future job and in my personal life. 

GSM ラン ィ ：明海の まつり

一日へのつながり

3 年  

 は 2022 年の 7 月から、 明海の まつり の ラン ィ に しました。活動は、

い つかの に かれ、それ れが する 日の 体 な内 を え、 日の まで

を行いました。 が した は、お 様にお面を し、そのお面に を り、 だ

けのお面を ってもらうという を しました。 日までの はなかなか せ 、

に し 、大 でした。 の 、 日の の など、 りの

でなければ からない な まで え ことが められていました。そのなかで に

お 様に しんでもらう ことを第一に える がありました。しかし 明海の

まつり実行委員会 の 々が し 、丁 に けて下さり、最 にお 様に しんでも
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い つかの に かれ、それ れが する 日の 体 な内 を え、 日の まで

を行いました。 が した は、お 様にお面を し、そのお面に を り、 だ

けのお面を ってもらうという を しました。 日までの はなかなか せ 、

に し 、大 でした。 の 、 日の の など、 りの

でなければ からない な まで え ことが められていました。そのなかで に

お 様に しんでもらう ことを第一に える がありました。しかし 明海の

まつり実行委員会 の 々が し 、丁 に けて下さり、最 にお 様に しんでも

らえる を えることができました。またそのおか で、実行委員会の 々との も

まり、 り し 活動ができたと います。 し合いのなかで、 日に けての

の の しさ 、その が 日、お 様に り しんでもらうことにつながると学び

ました。

8 月に 定の りでしたが、コロナ禍の を け、10 月の となりました。そ

の もあり、9 月 の活動ができ 、 後す に 日を えました。 たちの の

が い かとても不安でした。また、 期 に 定された を るお

様が れて ださいました。実際に を してい なかで、待ち を したり、お

様に に対 したりと に行動を さなければならい が続きました。 し

いことに、 たちが したお面はす て り切ることができました。また、お 様の一

の どもが、 が ったお面を に せて れて、ありがとう と って れました。

その に感 た してきた への感 と 達 感 は れないと います。

たちの が った後は、 の が する の ートに るなど、一日 活

動していました。一日活動したなかで、お 様の の しそうな を ることができた

のは、本 にうれしかったです。

にとってこの活動は めての経験なので、 っと不安でした。しかし、 はとても

し 、 日はあっという に が 、 いたら っていた感 がありました。

か一日の のために、とてつもない と の の が であり、これらが

あるからこそ、お 様の笑顔と たちの達 感につながると学びました。
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Multilingual and Communication Center (MLACC) 活動報告

Instructors for the 2022-2023 Academic Year: Patrizia Hayashi, Tyson
Rode, David Philips, Pierre Allec, Benjamin Maynard, Marisa Lucian,
Robert Moriarty, Timothy Kleisinger, Steven Lim

The Multilingual and Communication Center continues to play a central role in 
English language education for English majors. In the first and second year of the 
English majors program, students take a variety of classes taught in English by 
instructors from the United States of America, Canada, Australia, and the United 
Kingdom. These courses, which are part of the Intensive Language Program (ILP) focus 
on the four skills of speaking, listening, reading, and writing. Moreover, students are 
encouraged to further develop their English skills by visiting MLACC’s English Zone. 
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Integrated English I and II (First Years)

Integrated English I and II is a 
first-year communication course that 
meets twice a week on Tuesdays and 
Fridays. For many students, this was 
their first chance to speak extensively 
and mainly in English. During the first 
year of the Integrated English program 
students were taught a variety of 
discussion skills through interesting 

and engaging content. By the end of the year, students were able to give their opinions 
with clear reasons, agree and disagree with one another, and actively show they were 
listening to each other. In the first term, students discussed food waste, marketing, and 
extreme weather. In the second term, students learned about sustainable housing, art 
and music, and communication. The last unit on communication focused on sign 
language, which was a challenging topic, yet instructors were impressed with how well 
students at all levels made effort to discuss the advantages and disadvantages of 
various policies to help deaf students attend schools. Finally, by the end of the second 
term of the program, students should be at the Common European Framework (CEFR) 
A2+ level or higher as demonstrated by their performance on the speaking test. In fact, 
most students showed themselves to be above that level in their ability to use English 
discussion skills language!  

First-year students, you made great progress! Let’s keep that up! 
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Integrated English III and IV (Second Years)

Integrated English III and 
IV is a second-year 
communication course that 
meets twice a week on 
Mondays and Wednesdays. 
At the start of the second 
year Integrated English 
class, students are 
expected to have command 
of all the discussion skills 
they learned in the first 
year. At the same time, 

they are introduced to more advanced discussion skills as well as some presentation 
skills. Students are challenged through a range of topics from healthy eating, historical 
sites, and entrepreneurship in the first term to shopping psychology, migration, and 
environmental issues in the second term. Critical thinking is stressed in the second 
year, and students are required to make logical connections as they discuss these topics 
by giving examples, expert opinions, and statistics to support their reasons. The 
highlight of the second year is the Capstone Project, which takes place at the end of the 
second term. Students select from one of three projects related to store design and 
product placement, support services for foreigners in Japan, and dealing with issues 
related to overtourism at national parks. Students researched the topics, finding 
evidence to support their positions, presented their findings to the class, and then 
engaged in a full discussion of the topic with their group in the speaking test. Over the 
winter break, students reflected on their performance. By the end of Integrated English 
IV in the second term, students are expected to achieve a CEFR B1 rating. Based on 
instructor feedback from their speaking test, second year students overwhelmingly hit 
that target or higher!  

Second-year students, you should be proud of how far you have come and how much you 
have achieved! Make a goal to continue developing your English communication skills 
in your third and fourth years! 

96



Integrated English III and IV (Second Years)

Integrated English III and 
IV is a second-year 
communication course that 
meets twice a week on 
Mondays and Wednesdays. 
At the start of the second 
year Integrated English 
class, students are 
expected to have command 
of all the discussion skills 
they learned in the first 
year. At the same time, 

they are introduced to more advanced discussion skills as well as some presentation 
skills. Students are challenged through a range of topics from healthy eating, historical 
sites, and entrepreneurship in the first term to shopping psychology, migration, and 
environmental issues in the second term. Critical thinking is stressed in the second 
year, and students are required to make logical connections as they discuss these topics 
by giving examples, expert opinions, and statistics to support their reasons. The 
highlight of the second year is the Capstone Project, which takes place at the end of the 
second term. Students select from one of three projects related to store design and 
product placement, support services for foreigners in Japan, and dealing with issues 
related to overtourism at national parks. Students researched the topics, finding 
evidence to support their positions, presented their findings to the class, and then 
engaged in a full discussion of the topic with their group in the speaking test. Over the 
winter break, students reflected on their performance. By the end of Integrated English 
IV in the second term, students are expected to achieve a CEFR B1 rating. Based on 
instructor feedback from their speaking test, second year students overwhelmingly hit 
that target or higher!  

Second-year students, you should be proud of how far you have come and how much you 
have achieved! Make a goal to continue developing your English communication skills 
in your third and fourth years! 

Listening I-a/b and Listening II-a/b

In the first and second year of the ILP, students have a dedicated class for Listening 
that meets once a week. In both the first and second year of the program, students use 
an academic Listening-Speaking course book. To ensure that students learn about a 
wide variety of topics in their studies, topics are chosen that do not repeat those studied 
in the Integrated English program. Thus, in the first year, students focus on places, 
festivals and celebrations, the Internet and technology, sports and competition, people, 
and the universe. In the second year, students are exposed to more advanced listening 
topics that include animals, the environment, transportation, health and fitness, 
discovery and invention, and fashion. At the end of each unit, students completed a 
task that often involved listening to one or more videos, followed by an activity that 
focused on pair or group listening and notetaking skills. In addition to the academic 
listening found in the course book, students were introduced to authentic materials 
through YouTube video clips. Moreover, students were asked to find authentic 
materials of their own to share with their classmates in a Listening Log. Students 
presented their Log to a small group and created a three-question quiz based on their 
Log to ask their group members. 

Listening is a difficult skill to measure, so students often consider it their weakest skill. 
But listening scores are going up! Everyone who attends class regularly and does the 
work  is truly making progress! Continue listening to English outside of class by 
listening to YouTube clips, apps, movies, and so on!  
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Reading I-a/b, Reading II-a/b, and Reading III-a/b

In the first two years of the ILP, 
English majors take three reading 
classes. Reading I and Reading III 
are in the first and second year of 
the program, respectively. These 
courses use course books that focus 
on real world issues. Students focus 
on intensive reading that requires 
students to understand details and 
vocabulary. These classes are 
generally taught by professors in the English Department. Here, however, we will 
concentrate on Reading II, the only course that is solely taught by the foreign teachers. 

In 2022, Reading II went through a complete revision. This year’s second-year students 
are the first to experience the new version of this program, which takes students on a 
world tour through a series of modules. Each module covers one continent of the globe: 
Module 1-Europe, Module 2-Asia, Module 3-Australia and Oceania, Module 4-Africa, 
Module 5-South America and Central America, and Module 8-North America and the 
Caribbean. Students explored the history, land, people, and culture of one country in 
the region and then researched another country on their own. Later, they presented the 
information they discovered to their classmates. Students studied a wide range of 
vocabulary and discussed social issues. Videos were used to supplement the materials 
so that students learned about Nigerian fashion, the gauchos of Uruguay, and how one 
teen Indian rapper used her platform to sing about poverty and racism in India. This 
was a challenging course with a significant workload, but students participated actively, 
did the work, and expanded their knowledge of the world around them! 

Reading is an incredibly important skill. Reading develops vocabulary, grammar, and 
content knowledge. Reading aloud helps with pronunciation, intonation and vocabulary 
learning. Take time out of your busy schedule and try to read something each day! It 
will take your English to the next level! 
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so that students learned about Nigerian fashion, the gauchos of Uruguay, and how one 
teen Indian rapper used her platform to sing about poverty and racism in India. This 
was a challenging course with a significant workload, but students participated actively, 
did the work, and expanded their knowledge of the world around them! 

Reading is an incredibly important skill. Reading develops vocabulary, grammar, and 
content knowledge. Reading aloud helps with pronunciation, intonation and vocabulary 
learning. Take time out of your busy schedule and try to read something each day! It 
will take your English to the next level! 

Writing I-a/b and Writing II-a/b

Through writing, students can learn how to logically and comprehensively organize 
their ideas in a second language. Writing strengthens all of the other language skills 
because students are actively expressing what they have learned in other courses when 
they write. 

In the first and second year of the ILP respectively, students take Writing I-a/b and 
Writing II-a/b. These courses take students from the basics of paragraph writing to 
writing detailed essays requiring research on various global and local subjects. In 
Writing I-a/b, students learn about the writing process of prewriting, writing, and 
revising. They also learn the fundamentals of paragraph structure and organization 
and other elements of writing which will be beneficial for the rest of their university 
studies and future careers. The 1st-year students made exceptional progress this year 
and are ready to take on the challenges of Writing II-a/b. 

In Writing II-a/b, the focus is on expanding students’ writing into longer essays. 
Students engage in researching and writing about various challenging topics. For 
example, they researched various societal problems both in Japan and abroad and tried 
to propose solutions with references to support their opinions. Students wrote excellent 
problem-solution essays on topics ranging from environmental problems to issues of 
gender and racial equality. Another example of the students’ writing skills development 
was evident in the final essay of the year, the opinion essay. Students had to write 
well-researched and detailed essays about topics concerning society and politics, school 
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and education, human relationships, etc. The students were very successful in all of 
their writing endeavors this year!!! Well done, students!!!   

English Zone

There is no better place to improve English communication skills than at English Zone! 
Open Monday through Friday in fourth and fifth periods, English Zone remains the 
hub of English activity in MLACC. Created as a self-access learning center, the purpose 
of English Zone is to provide students with a place where they can develop their 
English skills at their own pace and in their own way. A variety of resources are 
available for students. Aside from the fact that a foreign teacher staffs the room each 
period, students can participate in monthly challenges, read books, borrow videos, play 
games, enjoy English music, and prepare for tests like EIKEN, IELTS, TOEIC, or even 
TOEFL. There are also special events such as the International Fair, which was 
successfully held in the first term. Mostly, students are encouraged to visit the English 
Zone to communicate with other classmates using purposely developed materials for 
discussion. Students who regularly come to the English Zone make incredible strides in 
their speaking and listening skills. Moreover, their confidence grows.  
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successfully held in the first term. Mostly, students are encouraged to visit the English 
Zone to communicate with other classmates using purposely developed materials for 
discussion. Students who regularly come to the English Zone make incredible strides in 
their speaking and listening skills. Moreover, their confidence grows.  

While Integrated English students are required to attend the English Zone at least 
three times a term, it is the goal of MLACC instructors to encourage all English majors 
to make English Zone an important part of your four-year university study plan so that 
you can all become strong speakers of English by the time you graduate! Come by 
English Zone! We’re waiting for you! 

Four Skills for Teaching (Third Years)

Four Skills for Teaching is a course for 3rd-year students in the teacher-training 
program that focuses on having students practice the 21st-century skills (e.g., critical 
thinking, creative thinking, collaboration, and deep learning) that they will need to 
teach their students when they become teachers after graduation. The purpose of the 
course is to bring educational theory into practice by giving students the opportunity to 
apply the theoretical concepts learned in their other courses in an all-English 
environment. The teacher-training students participated enthusiastically in many 
tasks and projects which included things like teaching a science lesson in English, 
creating a video advertisement for a future job, and participating in two debates, one of 
which was based on the use of multimedia technologies.  

The course instructors are very proud of the students’ efforts this year and are most 
certain that they will be successful in their futures! Go for your dreams, students!!! 
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卒業生からの

なにかひとつ、 になれるものを 

   

  

は めに

2014 年 3 月に英米語学科を卒業しました。今年で 32 になりますが、この 32 年 、お

になった 林 先生 学生 代の めて、 との出会いに本 に まれている

なと、これまでの に感 しております。大学卒業後、新卒で 社した 業 で、

と千葉県の として日々業 にあたっております。 社して 10 年目という の

れは ろし 、学 、 につい 日まで を んでいたのではないかと し

てしまいます。T     ですね

この 事を んだきっかけ

 学 1 年 の までは英語を に 体が いで は 5 とんど 2 でし

た。 学 1 年 の学年 の ストを に英語の が 92 まで がり、それ を取

る しさ 英語そのものの しさを りました。 が がるきっかけになったのは、も

の えが とも らないで、とことん えて れた 通っていた の の で

した。同 うに を としている どもたちに の しさを伝えたいという い

から 学 3 年 に先生になることを しました。その後明海大学に 学し、いったんは

行業 に むことも えましたが、 林先生のゼミ コミ ー ン学、そ

の の先生 の を通して、 で ク ャーがしたい、 の り で ど

もたちに伝えていきたいという いが り今に ります。

社してから

 社では 5 月、9 月、1 月 での生 を目 に 1 年 取り んでおります。

社 3 年目と 社 5 年目の 9 月で最 を ち取りました。 社 6 年目では 区マ

ジャーという に し、同年 9 月に最 区マ ジャーに 出されました。 社 8

年目では ロック という に し、 社 10 年目になる でも の 区マ ジャ

ーと 13 を統 している日々を っております。
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社 3 年目と 社 5 年目の 9 月で最 を ち取りました。 社 6 年目では 区マ

ジャーという に し、同年 9 月に最 区マ ジャーに 出されました。 社 8

年目では ロック という に し、 社 10 年目になる でも の 区マ ジャ

ーと 13 を統 している日々を っております。

した つ

大 れない を つこと、こだ りを つこと  

：対面で すからこそ を すコミ ー ン

 代 が み ートワーク 、 M、ラインなどで に業 が む 代になりま

したが、学 では生 に えるのは先生、先生の をするのも先生です。 と との

コミ ー ンで り っている 業であるため、 M ラインだけでは、 とな

り 、 、 、 を伝えることはできません。 になにかを伝えるときはどん

なに しても 6 度しか伝えることができないと、 コミ ー ンの

で学んだことを記 しております。学生 代の の ル イトを めて 13 年 ども

と ってきていますが、目を めとして表情を れば、どういう 情なのかが読める

うになりました。 先生たちに対しても同 です。いろいろと な 今ですが、

対面での会 も しみましょう  

： しないこと、 ないことであると いたら、その で 、 すること。 

： いこと 、 いこと、 しいことは『 したい』、『発 したい』、『 したい』と、

えてしまうこと。 

： を にすること、 が活 できる うに にま ることを すること。 

：最後の最後まで めないこと、一生懸 に取り むこと。 

学生 代に って かったこと つ

の ル イト 学 代通っていた のもとで いておりました。

を えることを通 てプ ゼン 表 が かれました。 

ー ス業の ル イト ・ 式の  

この経験が 事に活かされています。学 の先生の うに表情が なりがちな

業を えている学生は です。 

での ル イト 

体 なので 1 を 重み 、 が の りにあるありがたみを ることができ

ました。 

イン ーン ップ は 行会社で一 月 つきのものに させてもらいまし

た。  

で活 される 々の 事を ることが出来、 重な経験を られました。 

何事も記 すること。 を つこと。 は に読んだ本、 した も記 し

ました。  

今ではこの で 年度の行動と することに っていること 、記 することに

ン ナを ることから、 に どものちょっとした表情 の いを読み取ろう
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とする うになるので、無 でそれが になりました。 

に を けること、 すること。 

、 ミ ー ントパークなどで、学 ることがた さんあります。会社

めの 部下の会 、 業マンと の会 、お の の る いなどと 葉 い

が学 ます。 

ラジ と ジ ス の読  

の E  の ッドキャストを しておりました。日本語と英語で に

されるので ス ング のために行っていましたが、 外にも の で を けま

した。ラジ は のみで伝える ィ であるため し 、今まで らなかった 葉と

の出会いがあり語 が しました。また、 ジ ス の読 をすることに って、

ことのイ ージを かせることに ちました。

日ごろから していること

 学 は、 業 と すると な 業であるため、情報をキャッ することに

をおいております。

 たとえば、学生 代での でもあった に を けることは今でも継続 です。

では、いったいなにが 行しているのかをキャッ しております。また、最 では

の『    A 』という を いております。プ ミ ム 代に けた

なのですが、 の の が されれば、 然 が なるという 、 業の

社 さんの が けるので、 行 を につけることができます。 日も に ン

ナを っていることから、お の 、 ー ス、 イ ウトを た際に で取り

れられそうなものがないかを えてしまいます。取り れて、その みが いっ

た は、達 感を感 ます。

さいごに

10 年 と して 来に りたいことが かばないという 生が えてきた うに

えます。それは情報が に に る 代になったからこそ きているのではないかと、

しております。実際に の で いで、本 を て、 をかけることに があ

ると は えます。『 なにかひとつ、 になれるものを 』という イトルは、そんな

生 なんとな 大学に 学した、という学生にお りたいと います。

学 の学び 経験でグロー ルに活 ができる うに日々 、 しんで ださい。

も します。  
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編集後記

 今年も『英米ジャーナル』をお届けする季節となりました。ご寄稿下さった皆様、あり

がとうございました。

2022 年度もマスク着用の日々が続きましたが、大学では対面授業に戻り、徐々に日常を

取り戻そうとしています。ワールドカップでは、日本代表が新たな一幕を歴史に刻むなど

の出来事もありました。英米語学科のハイライトといえば、ハワイ大学奨学海外研修です。

コロナ禍を経て、慎重を期しての実施でしたが、無事に全員がプログラムを修了して帰国

を果たしました。もちろん、例年通り、3, 4 年ゼミ、GSM の学外における学び、MLACC

の活動報告から、伝統を引き継いで歩み続ける英米語学科を実感頂ければ幸いです。

 『英米ジャーナル』を読んだ後輩の皆さん！先輩達の笑顔、輝いているでしょう。ぜひ

先輩達に続いて、充実した国内外における体験談をお寄せ下さい。編集委員一同、お待ち

しております。

 最後に、卒業生の皆さん、おめでとうございます。依然として不安定な国際情勢も懸念

されますが、日々の生活でできることを大切に、これからも歩み続けていきましょうね。

何かあったら、いつでもキャンパスへ遊びに来て下さい。

2022 年度『英米ジャーナル』編集委員

林 智昭
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